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新年度予算における基本的な方針 

学校教育分野においては、複雑化・多様化していく社会で子どもが自らの人生を拓き、

自分らしく生き抜いていくことができるよう、基盤となる学力・体力が身につく教育環

境を整備するとともに、すべての子どもへの学びの場が保障されるよう取り組んでいく。

さらに、学校教育の質の向上を図るため、多忙化する教職員の業務負担軽減を図り、子

どもと向き合う時間を確保するための取り組みを推進する。 

社会教育分野においては、久留倍官衙遺跡や鳥出神社の鯨船行事、旧四郷村役場等の

文化財について、一層の保存と活用を進め、魅力を発信していく。図書館では、多様な

ニーズに対応できるように蔵書の充実を図り、市民が希望する図書・資料の提供に取り

組む。博物館では、市制施行１２３周年を記念して、プラネタリウム番組を拡充すると

ともに、引き続き学習機会の充実・学習活動への支援、情報発信の強化及び館内環境の

整備に取り組む。 

 

１．確かな学力、豊かな人間性の育成、体力の向上 

（１）新教育プログラムの展開による子どもの学力・体力の向上 

新学習指導要領の着実な実施や Society5.0 と称されるこれまでにない社会の到来

などの新たな課題に対し、問題解決能力、言語能力、情報活用能力といった必要な能

力を身に付けさせるため、本市が独自に策定し、目指すべき子どもたちの姿を６つの

柱で構成した新教育プログラムを展開する。 

思考力・判断力・表現力等につながる読解力や論理的思考力を育成するために、言

語活動の充実や、自分の考えを整理し論理を視覚化する思考ツールを取り入れた授業

を行っていく。また、学習教材として四日市こども広報の活用も促進していく。加え

て、全小中学校に専門の知識を有する司書を派遣するとともに、司書教諭や教員が、

司書や学校図書館ボランティアと連携することにより、日常の読書活動や家庭読書、

図書館を活用した授業等を推進する。 

外国語活動・英語教育の充実においては、児童生徒の英語コミュニケーション能力

の向上を図るために、小・中学校英語指導員の増員や英検ＩＢＡの中学校全学年実施

等により、指導体制の強化・拡充を進める。 

健やかな体の育成のために、新５分間運動の開発、小中学校における体育の授業の

あり方及び教員の指導方法などについて研究を進める。 

豊かな人間性を育成するために、新しい道徳教育に対応した道徳教育実践推進校を

２校指定し、教科書を使用した授業づくりや評価等の研究を進める。また、インター

ネット上のいじめや人権侵害の解消のために、様々な情報を正しく主体的に読み解く

メディア・リテラシーの養成を通じた人権教育を推進する。さらに、人権課題を主体

的に解決しようとする子どもの育成を図るために、発達段階に応じた人権教育カリキ

ュラムや学習プログラムの整備に努めるとともに、各中学校区で子ども人権フォーラ

ムを開催する。 
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産業・環境・文化が調和する四日市に生まれ育ったことに誇りと愛着をもつ「心豊

かな“よっかいち人”」を育むため、本市ならではの資源を生かした特長ある教育を推

進する。 

子どもたちの科学への知的好奇心・探求心向上のために、市内企業等がもつ知識・

技能・経験を生かした連携授業や、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）による宇宙を

素材にした連携授業を行うことに加え、「ものづくり」「環境」「宇宙」をテーマとした

四日市こども科学セミナーを引き続き実施する。 

新教育プログラムでは、就学前・小学校・中学校の期間において、目指すべき子ど

もの姿を共有し、各段階における学びを明確に位置付けることで、一貫性・連続性を

意識した学びの一体化の一層の充実を図る。 

 

【主な事業】   新教育プログラム推進事業（読解力向上）   ４１，３１１千円 

新教育プログラム推進事業（論理的思考力向上） ２，５５７千円 

新教育プログラム推進事業（英語コミュニケーション能力向上） 

 １３４，６１９千円 

教育課題研究・調査費                ３４３千円 

四日市こども広報発行事業費           ３，４０７千円 

新教育プログラム推進事業（体力・運動能力向上） 

 １，３３１千円 

道徳教育総合支援事業費               ６００千円 

メディア・リテラシー養成推進事業       １，５００千円 

学校人権教育推進事業費             １，６００千円 

学校づくりビジョン推進事業費              ２２，２５２千円 

大学及び企業等との連携による教師力向上事業費  １，８６５千円 

 （うち企業等との連携事業分  ６４０千円） 

四日市こども科学セミナー事業費         ３，３０８千円 

学びの一体化推進事業費            ２３，９２４千円 

 

（２）新しい教育課題に対応するための学校教育力の向上 

新しい教育課題に対応するため、学校経営や教職員の資質・能力といった学校教育

力の向上が重要である。そのため、多忙化する教職員の業務負担軽減を図り、子ども

たちと向き合う時間の確保や教職員の資質・能力の向上を図る施策を進めていく。教

職員の業務負担軽減のために、学校業務アシスタントの全小中学校への配置や部活動

協力員のモデル配置を行うとともに、休業日の単独練習や練習試合の引率・指導を行

うことができる部活動指導員制度の構築を図っていく。さらに、児童生徒や教職員に

関する情報や諸帳簿を全校統一の様式で管理する校務支援システムの活用を進める。 

教職員の資質・能力の向上のために、教職経験年数（ライフステージ）に応じた研

修講座を実施するとともに、訪問支援を中心とした若手教員研修や教育アドバイザー

派遣を行うことで、特に初任者や若手教員等の指導力向上を進めていく。 
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【主な事業】 学校業務サポート事業費             ６６，７４１千円 

部活動サポート事業費               ３，７８１千円 

教職員研修費                          ２，１９６千円 

大学及び企業等との連携による教師力向上事業費   １，８６５千円 

（うち大学との連携事業分       １，２２５千円） 

 

２ 地域社会と協働し、誰一人取り残さない学びの保障 

生まれ育った環境や障害の有無、国籍などに関わらず、全ての子どもに学びが保障

され、公平公正で最適な学びの環境を整えるため、早期に専門的なスタッフによる対

応や地域とともにある学校づくりを推進する施策を展開する。 

生徒指導については、現在も、いじめ、不登校、発達障害、家庭環境など、子ど

もをめぐる多様な問題が複合的に表出している。それら問題に対して、早期かつ継

続的な対応を実現するため、拠点巡回型のＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）

の配置拡充やＳＣ（スクールカウンセラー）の配置を図ることによって、教職員

が、専門的なスタッフと連携し「チーム学校」として課題解決に向けた取り組みを

充実させていく。 

特に「いじめ防止」について、適切な対応ができる体制を整えるため、緊急支援

が必要な場合に臨床心理士を派遣するＨＳ（ハートサポート）の拡充やＳＮＳを活

用した相談体制の事例研究を行うとともに、ＳＬ（スクールロイヤー）やＡＩの活

用調査研究にも取り組んでいく。 

また、登校サポートセンターにおいては、増加する不登校児童生徒に対応するため、

通級児童生徒への相談・指導の充実とともに、アウトリーチ（訪問支援）をはじめと

した通級に至らない児童生徒への取り組みや校内ふれあい教室の設置をはじめとし

た校内体制整備を推進する。 

外国人幼児児童生徒の教育の充実のために、在籍校へ適応指導員を配置し、日本語

指導や学校生活への適応指導、学力補充、教育相談、進路保障等の取り組みを行う。

また、ポータブル翻訳機を導入し、来日して間もない子どもや保護者への相談支援の

充実を図る。 

不登校児童生徒や外国人児童生徒において、児童生徒個別の学習状況に応じた学習

支援をするため、インターネットを活用した学習教材「学んで E-net！」による効果

的な指導方法を展開する。 

特別支援教育においては、乳幼児期から中学校卒業まで一貫した指導及び支援の充

実を図るため、特別支援教育にかかる指導者の育成を行い、校内の特別支援教育体制

を充実させるとともに、校内通級指導を行うサポートルームの取り組みを推進する。

さらに、特別支援学級には介助員、通常の学級には特別支援教育支援員を配置すると

ともに、医療的ケアが必要な児童が在籍する学校には、医療的ケアサポーター（看護

師）を配置する。 

教育上配慮を必要とする地域及び周辺地域においては、基本的人権を尊重する精神

と行動力をもった子どもを育成するため、人権学習、仲間づくりや体験学習などの活

動を行うための事業を実施する。また、教員ＯＢなどの地域住民や大学生等による、
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地域・家庭・学校が一体となった学習支援を継続し、教育的に不利な環境のもとにあ

る子どもたちに対する基礎学力の定着及び学習意欲の向上を図る。 

子育て家庭の経済的負担を軽減するため、奨学生にとって魅力的で利用しやすい給

付型奨学金制度の検討を行う。 

地域とともにある学校づくりを推進するため、保護者や地域住民等が学校づくりに

主体的に参画する四日市版コミュニティスクールの指定校を拡充し、教育活動及びそ

の取り組みの充実を図る。 

  

【主な事業】 少人数学級拡充事業費            ２３２，３１８千円 

（うち小一・中一３０人学級分  ８６，９３２千円） 

  （うち非常勤講師配置分    １４５，３８６千円） 

学校人権教育学習機会充実事業費         ２，７１３千円 

子ども人権文化創造事業費            ４，９７５千円 

自己実現支援事業費               ２，０２３千円 

学校支援地域本部推進事業費           １，８００千円 

多文化共生教育推進事業           ６７，６９３千円 

チーム学校推進事業             ４０，８８８千円 

インクルーシブ教育推進事業        １９９，５４３千円 

（うち介助員、支援員、医療的ケアサポーター分 １９０，６１３千円） 

不登校対策推進事業             ２１，００９千円 

特別支援教育推進事業費             ２，１０８千円 

  四日市版コミュニティスクール推進事業費     ７，８３６千円 

魅力ある奨学金制度の創設事業           １，７９６千円 

 

３ より良い学習環境の整備 

より良い学びを実現するため、子どもたちを取り巻く教育環境の整備を進める。 

文部科学省の指針に基づくＩＣＴ教育の環境を整備するため、中学校へのタブレッ

ト端末の導入、小学校への更なるタブレット端末の導入を進めるほか、小・中学校共

にタブレット端末と連携して活用する大型提示装置の設置数を増やしていく。 

タブレット端末等のＩＣＴ機器の活用を推進するために、ＩＣＴ支援員を配置する

とともにＩＣＴ活用実践推進校を指定し、実践事例を共有することにより、授業改善

の取り組みを進め、新学習指導要領で重視されている主体的・対話的で深い学びの実

現を目指す。 

中学校給食の導入に向けては、四日市市中学校給食基本構想・基本計画に基づき、

給食センターの整備、運営をＰＦＩ事業により行い、令和５年４月の供用開始を目指

す。令和２年度は、ＰＦＩ事業者の選定、事業契約の締結を行い、給食センターの設

計、整備に着手する。また、受入校の配膳室等の設計、整備を行う。 

校舎の改築整備については、高花平小学校において改築のための設計に着手する。

また、良好な学習環境の確保と施設の長寿命化を図るため、内部小学校において大規

模改修工事を、富洲原小学校、下野小学校、笹川小学校（第２期）、川島小学校、羽津
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小学校、常磐中学校において大規模改修工事のための設計を行う。大矢知興譲小学校

においては、将来の普通教室不足に対応するため、増築工事を行う。なお、令和２年

度当初予算への計上を予定していた笹川小学校（第１期）、常磐西小学校、朝明中学校、

三滝中学校の大規模改修工事及び海蔵小学校の運動場整備工事については、国の補助

金の変更内定を受けたため、令和元年度２月補正予算に計上し、令和２年度に繰り越

して実施する予定である。 

また、昨年度に引き続き、小学校の共用スペースにおいて学校施設の安全確保を図

るための窓ガラス飛散防止対策を行う。通学路における交通安全施設の整備について

も、児童生徒の通学時の安全を確保するため引き続き実施する。学校の活動を安全に

行えるよう常磐中学校の学校林の整備を行う。 

学習環境を改善するための空調設備については、給食室等への空調設備整備を進め

る。 

 

【主な事業】 教育情報通信システム運営費         ４２４，６６５千円 

（うち ICT 活用による学習環境整備事業 １７７，５２８千円） 

（仮称）四日市市学校給食センター整備運営事業 ６５，６８４千円 

高花平小学校改築整備事業費          ３９，９５０千円 

小・中学校大規模改修事業費         ３００，７５９千円 

大矢知興譲小学校改築整備事業費       ２８４，４４０千円 

窓ガラス飛散防止事業費            ２１，３００千円 

通学路交通安全施設整備事業費         １６，４８５千円 

学校林整備事業費                 １，５００千円  

学校給食室・保健室等空調設備整備事業      ２８，１４７千円  

 

４．文化財の整備・保存・活用 

 国指定史跡の久留倍官衙遺跡整備事業について、公園整備を完了させ、久留倍官衙

遺跡公園を全面オープンするとともに、くるべ古代歴史館をより一層活用し、魅力を

発信する。 

市内に所在する未指定を含めた有形・無形の文化財の保存と活用を促進し、地域活

性化や観光等に生かすため、「四日市市文化財保存活用地域計画」の策定を進める。 

ユネスコ無形文化遺産である国指定重要無形民俗文化財の鳥出神社の鯨船行事に

ついては、引き続き行事継承の支援、情報発信に取り組む。 

市指定有形文化財（建造物）である旧四日市市役所四郷出張所（四郷村役場）を保

存、活用するため、耐震補強復原修理工事実施設計を作成する。また、周囲の歴史的

な街並みを含めたイベントを開催し、ＰＲに努める。 

国指定天然記念物の御池沼沢植物群落については、引き続き市民ボランティアと環

境改善に取り組むとともに、老朽化した井戸の更新のための実施設計を作成する。 

 

【主な事業】 久留倍官衙遺跡公園整備事業費          ３１，２０７千円 

       久留倍官衙遺跡公園管理運営費          １１，１５８千円 
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       文化財保存活用地域計画策定事業         ８，３２５千円 

ユネスコ無形文化遺産継承支援活用事業費      ２，２１１千円 

市指定文化財旧四郷村役場活用事業費          ５４５千円 

市指定文化財旧四郷村役場保存整備事業費    １９，１００千円 

御池沼沢植物群落保存整備事業費          １，００６千円 

 

５．図書館、博物館の施策の充実 

図書館においては、一般書籍から新聞・雑誌など幅広い分野の資料を収集し、多様

な興味や関心を持つ人たちのニーズに対応できる蔵書や資料の充実を図るとともに、

子育て支援事業にかかるニーズ調査・試行を行う。そして、来館者への情報サービス

の提供方法の拡充として、公衆 Wi-Fiを新規導入する。さらに新たな駐車場の確保を

行い、来館者の利便性向上に努める。 

博物館においては、プラネタリウムでは、市制施行１２３周年を記念した番組の拡

充及び、併設する「四日市公害と環境未来館」と連携した番組の充実を行う。また、

地域の貴重な資料や多様な芸術の展示を通じて、本市の魅力を発信していくほか、戦

後７５周年の節目に、四日市空襲を受けた本市として、あらためて戦争について考え

る展覧会を開催する。 

 

【主な事業】 図書資料整備費・人権啓発拠点推進事業費    ３０，０５５千円 

        図書館維持管理費   ４８，４７０千円 

        博物館特別展等開催費             ３８，０２７千円 

プラネタリウム投映事業費            ３７，２１３千円 

 

（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 

・いじめ防止についての取り組み 

適切な対応ができる体制を整えるため、緊急支援が必要な場合に臨床心理士を派

遣するＨＳ（ハートサポート）の拡充やＳＮＳを活用した相談体制の事例研究を行

うとともに、ＳＬ（スクールロイヤー）やＡＩの活用調査研究にも取り組んでい

く。 

・外国人幼児児童生徒の教育の充実にかかる取り組み 

ポータブル翻訳機を導入し、来日して間もない子どもや保護者への相談支援の充実

を図るとともに、インターネットを活用した学習教材「学んで E-net！」により、効

果的な指導方法を展開する。 

・旧四日市市役所四郷出張所（四郷村役場）についての取り組み 

市指定有形文化財（建造物）である旧四日市市役所四郷出張所（四郷村役場）を保

存、活用するため、耐震補強復原修理工事実施設計を作成する。また、周囲の歴史的

な街並みを含めたイベントを開催し、ＰＲに努める。 
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（新）魅力ある奨学金制度の創設事業 

 

１．目的 

子育て家庭の経済的負担を軽減するため、経済的理由から修学が困難な高校生、大学

生等への給付型奨学金の制度を創設する。 

そのため、本市において昭和３３年から継続してきた奨学金制度を、市を事業主体と

する給付型、返還免除型等の新しく魅力ある奨学金制度に移行する。 

 

２．内容 

 新しい奨学金制度の設計を行う。 

  ・他団体の奨学金制度の整理・分析    １，５００千円 

・新制度検討委員会委員報償、先進市視察   ２９６千円 

 

３．予算額 １，７９６千円  （財源内訳）一般財源 １，７９６千円 

 

 

○ 今後のスケジュール（予定） 

 令和２年度 新制度検討・決定 

 令和３年度 新制度周知、令和４年からの奨学生の募集・選考 

 令和４年度 新制度開始 

 

 

 

 

 

 

担当  教育委員会 教育総務課 

    山本 

℡ ３５４－８２３６ 
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（新）高花平小学校改築整備事業費 

 

１．目的 

高花平小学校の校舎の一部については、屋内廊下が無いため、子どもがベランダを廊下

として使用している。また、教室間の段差によるバリアフリーの問題や便所の配置等、機

能面におけるさまざまな課題がある。改築整備を行うことで、これらの課題を解消すると

ともに、学習環境の充実・改善を図る。 

 

２．内容 

（１）改築工事に係る基本設計及び実施設計業務委託（令和２～３年度） 

     校舎改築（鉄筋コンクリート造４階建、延床面積：約 4,270㎡） 

普通教室（教室及びワークスペース）、特別教室、職員室・校長室等管理諸室、   

昇降口、エレベーター、給食受入れスペース等 

渡り廊下改築（鉄骨造）、屋内運動場改修、既設校舎解体、運動場及び遊具整備 

  （２）地質調査業務委託（令和２年度） 

  （３）仮設校舎賃貸借（令和３～６年度） 

  （４）校舎及び渡り廊下改築、屋内運動場改修、既設校舎解体工事（令和４～６年度） 

  （５）運動場及び遊具整備工事（令和６年度） 

 

３．予算額       ３９，９５０千円        （財源内訳）一般財源 ３９,９５０千円 

 

４．債務負担行為 

  ・高花平小学校改築工事設計業務委託費 

    限度額  ８３，９０８千円  （総事業費） １１９，８５８千円 

    期間   令和２年度から令和３年度まで 

 

○事業予定 
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○配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 教育委員会 教育施設課 

   粂内 

   ℡ ３５４－８２４５ 
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（新）学校給食室・保健室等空調設備整備事業 

 

１．目的 

小学校の給食室等への空調設備の新設、および平成 10年代に保健室等に整備した既設

空調設備の更新について、ＰＦＩ事業にて整備及び維持管理を行う。 

 

２．内容 

小中学校の給食室等への空調設備整備に向け、ＰＦＩ事業法に基づく手続きを行う。 

  （１）ＰＦＩ導入可能性調査業務委託        事業費 １６，９５２千円 

      整備対象教室等の整備方針の決定  

  （２）アドバイザリー業務委託（令和２～３年度）  事業費 １１，００７千円 

      実施方針の作成、特定事業の選定、入札説明書等の作成など、ＰＦＩ事業者選

定に係る業務支援 

  （３）ＰＦＩ事業者選定に係る委員報償、旅費    事業費    １８８千円  

 

３．予算額  ２８，１４７千円  （財源内訳）一般財源 ２８，１４７千円 

 

４．債務負担行為 

  ・学校給食室・保健室等空調設備整備事業アドバイザリー業務委託費 

    限度額  ２２，０１５千円    （総事業費） ３３，０２２千円 

    期間   令和２年度から令和３年度まで 

   

○事業スケジュール 

   

 

 

   

 

 

 
担当 教育委員会 教育施設課 

    渡部 

    ℡ ３５４－８２４３ 
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１．目的 

成長期にある中学生によりふさわしい給食を提供するとともに、給食を通じて食育や

地産地消を推進するため、全員喫食を前提とした食缶方式による中学校給食の導入を目

指す。 

 

２．内容 

給食センターの整備、運営をＰＦＩ事業により行う。四日市市中学校給食基本構想・

基本計画に基づき、令和５年４月の供用開始を目標に整備し、整備完了後、令和１９年

度までの１５年間の運営業務を行う。令和２年度は、ＰＦＩ事業者の選定、事業契約の

締結を行い、給食センターの設計、整備に着手する。また、受入校の配膳室等の設計、

整備を行う。 

 

（１）給食センター 

・アドバイザリー業務等委託(令和元～２年度)     事業費 １５，２６０千円 

ＰＦＩ事業者の選定、事業契約の締結に関する支援業務 

 

・ＰＦＩ事業者選定に係る委員報償、旅費       事業費    ５２４千円 

 

・給食センター整備運営事業(令和２～１９年度) 

ＰＦＩ事業による中学校給食センターの整備および整備後１５年間の運営業務 

 

・給食センター整備事業モニタリング支援業務委託(令和２～４年度) 

事業費  ５，０００千円 

 

（２）受入校 

・受入校設計業務等委託               事業費 ３０，９００千円 

配膳室およびエレベーターの設計業務（笹川中学校、三滝中学校、富田中学校、桜中

学校、中部中学校、楠中学校、西朝明中学校） 

 

・受入校整備費                   事業費 １４，０００千円 

配膳室の整備（南中学校） 

 

３．予算額   ６５，６８４千円     （財源内訳）一般財源 ６５，６８４千円 

 （前年度   ５０，７５８千円） 

 

 

 

（仮称）四日市市学校給食センター整備運営事業 
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４．債務負担行為 

・（仮称）四日市市学校給食センター整備運営事業費 

限度額 １４，５００，０００千円  （総事業費） １４，５００，０００千円 

期 間 令和２年度から令和１９年度まで 

 

・（仮称）四日市市学校給食センター整備事業モニタリング支援業務委託費 

限度額 １０，０００千円      （総事業費）     １５，０００千円 

期 間 令和２年度から令和４年度まで 

 

○事業スケジュール 

R5

 

 

 

R2 R3 R4

給食センター整備

受入校整備

設計・建設

令和5年4月

供用開始

工事（7校）

設計（7校） 工事（7校）

設計（8校） 工事（8校）

事業者の選定

開業

準備

 

※令和２年度当初予算への計上を予定していた７校のうち山手中学校、常磐中学校、朝明中学校、内部中

学校、羽津中学校、大池中学校の配膳室等整備工事については、国の補助金の変更内定を受けたため、令

和元年度２月補正予算に計上し、令和２年度に繰り越して実施する予定である。 

 

担当 教育委員会 学校教育課 

杉本、岡田 

℡ ３５４－８２５２ 
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１．目的 

いじめ、不登校、発達障害、家庭環境など子どもをめぐる多様な問題が複合している

中、教職員が専門的なスタッフと連携しながら「チーム学校」として課題解決に向けた取

り組みの充実を図り、早期かつ継続的な対応を実現する。 

 

２．内容 

（１）ＳＣ（スクールカウンセラー）、ＨＳ（ハートサポーター）配置 

事業費 ２９，１１０千円 

・市費ＳＣを小学校２６校分、週１日、年間３５週配置する。 

・緊急支援が必要な場合に、ＨＳとして登録した臨床心理士を、対象校や家庭等へ派遣し、

対応チームを組織して支援を行う。 

（２）【拡充】拠点巡回型のＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）配置   

事業費 ６，５１３千円 

  ・３中学校区で拠点巡回型の配置による活用の充実を図る。 

（３）その他いじめ対策                    事業費 ４，２８５千円 

  ・Ｑ－Ｕ調査、いじめ防止啓発リーフレット、いじめ防止対策調査委員会報償等 

（４）【新規】ＳＬ（スクールロイヤー）の活用研究       事業費   ６８０千円 

  ・モデル校において、弁護士によるいじめ防止授業を行い、いじめを正しく理解し、いじ

め防止につなげる。また、すでにスクールロイヤーを導入している先進地域へ視察に赴

き、相談状況や運用方法の具体について把握に努める。 

（５）【新規】ＡＩ活用調査研究                事業費   ２００千円 

・ＡＩ活用の取り組みを進めている大津市に、本市のいじめ事案を提供し、いじめの傾向

や特徴を把握することで、未然防止に役立てるとともに、本市のＡＩ活用導入について

の研究を進める。 

（６）【新規】ＬＩＮＥ相談研究                事業費    ５０千円 

・ＬＩＮＥを活用したいじめ相談を実施している自治体を視察し、事例研究を行う。 

（７）生徒指導緊急支援 事業費    ５０千円 

・ネグレクトにより緊急に食事をとらせるなどの扶助費や児童生徒の物品等の紛失破損等、

原因不明で学校がやむを得ず補償する補償金等 

 

３．予算額   ４０，８８８千円       （財源内訳）一般財源 ４０，８８８千円 

（前年度   ３４，９２３千円）  

 

チーム学校推進事業 

担当 教育委員会 指導課  

草川  

℡ ３５４－８２５６ 
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１．目的 

本市の外国人児童生徒数は、平成２６年度から年々増加している。また、改正入管法

の施行（平成３１年４月）により、今後はさらなる増加が見込まれるため、外国人児童

生徒への適応指導、学力・進路保障及び教育相談等の指導体制の強化・拡充を図る。 
 

２．内容 

（１）【新規】外国人児童生徒在籍校への翻訳機の導入（５９台）  

事業費  ２，３８２千円 

    来日して間もない子どもや保護者への相談体制を充実させるために翻訳機を配備

する。 

 

（２）【拡充】適応指導員の派遣（４人増）        事業費 ４５，７６４千円 

日本語指導が必要な児童生徒の在籍する学校に、母語が話せる適応指導員を派遣

し学習支援や教育相談等を行う。 

 

（３）初期適応指導教室「いずみ」の運営         事業費 １８，８９７千円 

  日本語の習得が不十分な外国人児童生徒に対して、日本語の初期指導・学校への

適応指導等を集中的に行う。 

 

（４）進路ガイダンスの実施               事業費     ５１千円 

    外国人児童生徒及びその保護者に対して、高等学校等や入学に関する説明を行い、

学習や進学への意欲を高める。 

 

（５）就学前保護者向けセミナー及びプレスクールの実施  事業費    ２９７千円 

    就学前の外国人幼児の保護者を対象に、笹川地区において日本の学校について説

明を行う。また、小学校入学予定の幼児を対象に、ひらがなや数字等の学習を行う。 

 

（６）外国人児童生徒教育に関する検討会及び研修会の実施  事業費    ３０２千円 

外国人児童生徒等教育に関する基本的な考え方や今後の方向性等について検討す

る。また、外国人教育担当者を対象に、著名な講師を招聘した研修会を実施する。 

 

３．予算額  ６７，６９３千円  （財源内訳）県支出金（2/3）２，８６０千円 

（前年度  ５９，２３３千円）       一般財源   ６４，８３３千円 

 

多文化共生教育推進事業 

担当 教育委員会 指導課 

太田、重内 

℡ ３５４－８２５５ 
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１．目的 

登校サポートセンターにおける相談・適応指導をはじめとした不登校対策を行うこ

とにより、不登校児童生徒の学校復帰や社会的自立を支援するとともに、学校におけ

る不登校に対する支援体制の確立を推進する。 

 

２．内容 

（１）登校サポートセンターにおける不登校児童生徒への相談・適応指導 

 

（２）不登校児童生徒へのアウトリーチ支援 

登校サポートセンターへの継続的な通級につながらない不登校児童生徒へのアウ

トリーチ支援（家庭訪問）を実施する。 

 

（３）【新規】不登校対応教員の配置（中学校 ３校） 

不登校生徒の多い中学校へ不登校対応教員を配置し、校内ふれあい教室における

支援を行う。 

 

（４）不登校児童生徒支援ボランティアの活用 

   不登校児童生徒の心の安定を図り、自立に向けての支援を行うために、学生ボラ

ンティアを家庭への派遣、登校サポートセンターでの学習・活動支援及び学校への

登校支援に活用する。 

 

３．予算額   ２１，００９千円 （財源内訳）一般財源  １８，３３７千円 

（前年度     １５，２９９千円）       その他特財  ２，６７２千円 

                     （登校サポートセンター運営費負担金（三重郡三町）） 

 

     

 

 

不登校対策推進事業 

担当 教育委員会 教育支援課 

登校サポートセンター 

福井 

   ℡ ３４５－３３５０ 
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１．目的 

障害等があっても、合理的配慮のもとでともに学ぶというインクルーシブ

教育の推進に向け、サポートルームの充実、介助員・支援員の適正配置、医

療的ケアの推進、特別支援教育コーディネーターの活動充実を図る。 

 

２．内容 

（１）【拡充】サポートルームの充実      事業費   ５，２３２千円 

通常の学級に在籍しつつ、個別の指導や支援を必要とする児童に対し、該

当小学校に設置するサポートルームにおいて、特性に応じた指導・支援を実

施する。 

・小学校２０校にサポートルームにかかる非常勤講師を配置 

・新規設置小学校５校に教材教具を配置し、実地研修を実施 

 

（２）【拡充】介助員・支援員の適正配置    事業費 １７９，３７７千円 

特別支援学級に介助員を、通常の学級に特別支援教育支援員を、学校の状

況に応じて適正に配置する。（介助員１２０人、特別支援教育支援員３０人） 

 

（３）【拡充】医療的ケアの推進        事業費  １１，２３６千円 

医療的ケアが必要な児童が在籍するすべての学校において医療的ケアサ

ポーター（看護師）による医療的ケアを実施するとともに、医療的ケアサポ

ーターへの専門的な支援による、医療的ケアの安全な実施体制を推進する。 

・小学校５校に医療的ケアサポーターを配置 

・医療的ケア指導医１人を委嘱 

 

（４）【拡充】特別支援教育コーディネーターの活動充実 

 事業費  ３，６９８千円 

インクルーシブ教育の推進に向け校内で中心となる特別支援教育コーデ

ィネーターの活動を支援する。 

・小学校１８校に特別支援教育コーディネーターにかかる非常勤講師を配置 

 

３．予算額 １９９，５４３千円 （財源内訳）一般財源 １９９,５４３千円 

（前年度  １５５，０１３千円） 

 

 

インクルーシブ教育推進事業 

担当 教育委員会 教育支援課 

須川 

   ℡ ３５４－８２８５ 
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１．目的 

文部科学省の指針（令和４年度までにタブレット端末を３クラスに１クラス分、大

型提示装置を全普通教室に１台と特別教室用に各校６台、ＩＣＴ支援員を４校に１人

配置等）に基づくＩＣＴ教育環境を整備する。 

 

２．内容 

（１）【拡充】文部科学省指針の達成を目指した段階的なＩＣＴ機器の導入 

事業費 １６４，５３１千円 

   現在、各小学校に４０台導入している児童用タブレット端末を学校規模に応じて

さらに導入するとともに、新たに中学校に生徒用タブレット端末を学校規模に応じ

て導入する。また、タブレット端末と連携して活用する大型提示装置を小・中学校

共に導入する。 

 

（２）【新規】ＩＣＴ活用実践推進校の設置       事業費     ７８７千円 

   ＩＣＴ機器を活用した授業づくりを行う活用実践推進校を募り、授業研究・授業

改善を支援する。また、研究の成果を市内の各小・中学校で共有し、ＩＣＴ機器活

用の普及・推進を図る。 

 

（３）【新規】ＩＣＴ支援員の配置           事業費  １２，２１０千円 

   タブレット端末や大型提示装置等のＩＣＴ機器の活用促進と円滑な運用・管理の

ために、ＩＣＴ支援員を各小学校に配置する。 

 

３．予算額  １７７，５２８千円  （財源内訳）一般財源 １７７，５２８千円 

 （前年度   ４６，４００千円） 

 

４．債務負担行為  

  ・小中学校タブレット端末等運用事業費 

   限度額 ６９９，６００千円  （総事業費）７９２，０００千円 

   期 間 令和２年度から令和７年度まで 

・小学校ＩＣＴ支援員配置業務委託費 

   限度額   ６，１０５千円  （総事業費） １８，３１５千円 

   期 間 令和２年度から令和３年度まで 

ＩＣＴ活用による学習環境整備事業 

担当  教育委員会 教育支援課 

    中 井、金 森 

℡ ３５４－８１４９ 
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（新）メディア・リテラシー養成推進事業 

 

１．目的 

  情報化の進展に伴い、誰でも容易に多くの情報を得ることができる社会において、イ

ンターネット上で発生するいじめや差別などの人権侵害を解消するため、インターネッ

トや各種メディアから得られる様々な情報を正しく見分け、情報を主体的に読み解くメ

ディア・リテラシーを養成する。 

 

２．内容 

（１）教職員対象研修の実施             事業費    ８０千円 

学校におけるメディア・リテラシー養成を通じた人権教育を推進するために、教職

員のスキルアップを図るための研修を実施する。 

 

（２）メディア・リテラシーに係る授業の実施     事業費   ２００千円 

中学校において、児童生徒向けに、人権の視点を重視したメディア・リテラシーに

関する授業を実施する。 

 

（３）啓発冊子の作成                事業費 １，２２０千円 

児童生徒や保護者に向けた啓発冊子を作成し、配布する。 

 

３．予算額  １，５００千円    （財源内訳）一般財源 １，５００千円 

 

担当 教育委員会 人権・同和教育課 

佐藤 

℡ ３５４－８２５３ 
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（新）文化財保存活用地域計画策定事業 

 

１．目的 

  地域コミュニティの力によって支えられてきた貴重な文化財が、社会状況の変化によ

り担い手が不足し、継承が危ぶまれている。これら文化財の保護のため、市内に点在

する文化財を捉え直し、地域の活性化や観光のツールという側面からも効果的に活用

することを目的とし、四日市市文化財保存活用地域計画を策定する。 

   

２．内容 

（１）計画策定                    事業費  ７，９２５千円 

策定期間 令和２年度・３年度 

有形無形、指定未指定の文化財を調査、把握、リスト化し、特色を抽出 

文化財の保存整備、活用事業や環境整備、人材育成、情報発信等を計画 

・策定支援業務委託（令和２～３年度）    ７，７００千円 

・専門家による文化財調査及び文化庁協議等    ２２５千円 

 

（２）地域計画策定協議会の開催            事業費    ４００千円 

学識経験者、文化財活動市民団体、観光関係団体等で構成する協議会において計画

策定に向けた検討を行う。 

 

３．予算額 ８，３２５千円   （財源内訳）国支出金（10/10）８，２３１千円 

        一般財源        ９４千円 

 

４．債務負担行為 

  ・文化財保存活用地域計画策定支援業務委託費 

    限度額 ６，６００千円  （総事業費）１４，３００千円 

    期 間 令和２年度から令和３年度まで 

 

 

 担当 教育委員会 社会教育・文化財課 

清水 

℡354－8240 
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市指定文化財旧四郷村役場保存整備事業費 

 

１．目的 

  旧四郷村役場は、大正１０年に建築され、市内に現存する数少ない近代建築として、

現在は市指定文化財となっている。令和３年に築１００年を迎えるこの建物を貴重な

文化財として活用していくために耐震補強及び修理工事を行う。 

 指定文化財として建物を保存するとともに、役場としての建物の価値や本市におけ

る近代産業発祥の地としての特色を発信する資料館としてリニューアルし、より市民

に親しまれる文化財として保存整備を行う。 

 

２．内容 

 （１）耐震補強復原修理工事実施設計        事業費 １９，０００千円 

〇平成３０年度に作成した「復原・修理工事基本設計」を基に実施設計を作成 

〇令和３年度以降、施工予定 

 （２）実施設計作成及び展示資料の指導等      事業費    １００千円 

〇文化財としての価値を損なわず、かつ、効果的な活用ができる設計となるよう、

専門家の指導を受ける 

 

３．予算額 １９，１００千円    （財源内訳）一般財源 １９，１００千円 

 （前年度      ０千円） 

 

 

 

 

担当 教育委員会 社会教育・文化財課 

葛山、山根 

℡354－8238  
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消 防 本 部 
 

新年度予算における基本的な方針 

 災害から市民の生命、身体及び財産を守るため、新総合計画の基本的政策に掲げる「市

民を守る消防救急体制の確立」に取り組む。 

現状の課題として、高齢化の進展などの社会環境の変化により、今後も救急出動件数

の増加が見込まれることから、引き続き、救命率の向上を目指した救急業務の高度化を

推進する。 

また、消防活動拠点の機能強化を図るため、老朽化している南消防署庁舎の改築を進

めるとともに、本市西部地域の消防出張所の整備や消防車両の更新等に取り組む。 

さらに、地震や風水害などの大規模災害への対応力の強化を図るため、三重北消防指

令センターをはじめとした消防の広域連携・協力体制の充実強化を推進するとともに、

地域防災の中核となる消防団の充実強化を目指して、消防団員の処遇の改善や施設・装

備の整備を行う。 

一方、火災等の災害の未然防止や被害の軽減を図るため、消防訓練や立入検査などの

火災予防対策を推進するとともに、設備が老朽化している防災教育センターの整備に着

手するなど、防火、防災教育の充実強化に取り組む。 

 

１．救急業務の高度化について 

次世代高速通信（5G）や IoT、AI 等の最先端技術を活用した救急処置の高度化に

向けた調査研究を行うとともに、傷病者を医療機関へ収容するまでの時間短縮に取り

組む。 

また、市立四日市病院に設置した救急ワークステーションでの研修をより一層充実

させるとともに、他の医療機関との連携強化を推進する。 

さらに、救急現場での対応力の強化を図るため、今後も引き続き救急救命士を養成

し、救急車に複数の救急救命士が乗車できる体制の確保に取り組む。 

【主な事業】 救急ワークステーション事業 ５５６千円 

救急救命士養成事業 ７，９５０千円 

 

２．消防活動拠点の整備について 

本市の南部臨海地域におけるコンビナート災害の活動拠点となる南消防署の機能強

化を図るため、令和元年度から取り組んでいる南消防署庁舎の改築整備について、令

和 2年度は実施設計及び用地取得を行う。 

また、地区市民センターに併設している北消防署北西出張所及び南消防署西南出張

所について、消防活動拠点としての機能強化を図るため、独立した消防出張所庁舎の

整備に着手する。 

さらに、消防車両更新計画に基づき、老朽化した消防ポンプ自動車（消防分団車）

や高規格救急自動車等を更新するとともに、はしご付消防自動車のオーバーホール等

を実施する。
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一方、危険物火災に対応するために保有している泡消火薬剤について、環境対策と

して、法令で規制されている物質を含む一部の泡消火薬剤を処分し、当該物質を含ま

ない泡消火薬剤に更新する。 

【主な事業】南消防署整備事業費 ９４，３３５千円 

      消防出張所整備事業費 ３，０００千円 

消防車両整備事業 １２０，１８０千円 

泡消火薬剤更新事業 ８３，５０７千円 

 

３．消防の広域連携・協力体制の充実強化について 

地震や風水害など大規模災害への対応力の強化を図るため、四日市市、桑名市及び

三重郡菰野町の 3 消防本部で共同運用している三重北消防指令センターの円滑な運用

を図るとともに、緊急消防援助隊合同訓練への参加などにより消防の広域連携・協力

体制の充実強化を推進する。 

【主な事業】 消防指令センター共同運用事業費 ４３，５２９千円 

 

４．消防団の充実強化について 

地域の消防力・防災力として大きな役割を果たしている消防団について、団員の処

遇改善を図るため、年報酬を引き上げるとともに、大規模災害等の特定の活動のみに

従事する機能別団員制度の充実強化に取り組む。 

また、老朽化した消防団車庫の改築や資機材等の整備を進めるなど、消防団員が活

動しやすい環境づくりを推進する。 

【主な事業】 非常勤職員報酬 ２１，６８９千円 

      消防分団車庫整備事業費 ２１，８３８千円 

機能別団員装備整備事業 １，６６８千円 

 

５．火災予防対策の推進について 

  コンビナート事業所や防火対象物等への立入検査や消防訓練などの防火安全指導

を強化するとともに、消防法令に係る違反対象物の是正を推進する。 

また、住宅用火災警報器の設置促進等の住宅防火対策を推進するとともに、市民の

防火意識の高揚を図るため、火災予防運動や消防広場などの啓発活動を実施する。 

【主な事業】 火災予防関係事業活動費 １，３２４千円 

 

６．防火・防災教育の充実について 

災害に強い人づくりを目指して、現在、小中学生を対象として実施している防火・

防災教室の教育内容に加えて、すべての中学生を対象とした応急手当講習（心肺蘇生

法）の実施に取り組む。 

また、設備の老朽化が進んでいる北消防署併設の防災教育センターについて、市民

が災害を身近に感じることができ、実践的な対応を学ぶことができる機材の導入や施

設の改修等の整備に着手する。 

【主な事業】 防災教育センターリニューアル事業費 ２，０００千円 
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１．目的 

老朽化した南消防署庁舎の改築を行い、消防活動拠点の機能強化を図る。 

 

２．内容 

昭和４９年に建築の南消防署は、施設の老朽化に加え消防車両の保管や女性職員

が交替勤務できないなどの課題があることから、これらの課題を解消するため、令

和２年度は改築整備に向けた実施設計業務委託及び用地取得を実施する。 

 

（１）南消防署改築（案） 

  建物構造：鉄筋コンクリート造３階建  

  敷地面積：約３，０１０㎡（市有地 約 2,080㎡、取得予定地 約 930㎡） 

  建物面積：延べ約２，０００㎡（訓練塔含む） 

  建物用途：消防車庫、事務室、会議室、食堂、仮眠室、浴室等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）整備スケジュール 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

                

  

 

３．予算額 ９４，３３５千円    （財源内訳） 一般財源 ９４，３３５千円 

 （前年度 ２２，３７９千円） 

 
  

国
道 

号 

側
道 

国道 25号 

用地取得 約 930 ㎡ 

(新庁舎)  

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 3 階建  

 
（旧庁舎撤去） 

車 庫 
事務所 

23 

南消防署整備事業費 

 

担当 消防本部 総務課 

   市川 

   TEL ３５６－２００３ 

基本設計 

地質調査 用地取得 工事入札 改築工事（新庁舎建築、旧庁舎撤去） 

実施設計 
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１． 目的 

本市西部地域に設置している北消防署北西出張所（保々地区市民センター併設）及び

南消防署西南出張所（小山田地区市民センター併設）について、独立した消防出張所庁

舎の整備を行い、消防活動拠点の機能強化を図る。 

 

 

２． 内容 

北西出張所及び西南出張所は地区市民センターの一部を利用しており、執務スペースが狭

く、仮眠室や浴室等の女性用施設も未整備のため、女性職員の勤務が困難となっている。また、

詰所と車庫が離れていることから出動に時間を要する状況である。このことから、独立した庁舎

整備に取り組むため、令和２年度は候補地選定に向けた基本調査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．整備スケジュール 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

北西又は 

西南出張所 

候補地選定に 

向けた基本調査 

      

 

 

４．予算額 ３，０００千円     （財源内訳） 一般財源  ３，０００千円 

 

 

 

（新）消防出張所整備事業費 

 

担当 消防本部 総務課 

   市川 

   TEL ３５６－２００３ 

北西出張所 西南出張所 

詰所部分 

地区市民センター 

消防・救急車庫 

分
団
車
庫 

地区市民センター 

保々ふれあい会館 

詰所部分 

救急車庫 消防車庫 

県 

道 

分
団
車
庫 

（設計・用地取得・工事等） 

（設計・用地取得・工事等） 
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消防ポンプ自動車 

高規格救急自動車 

広報車 

 

１．目的 

  火災・救急・救助等に迅速かつ的確に対応するため、消防車両更新計画に基づき、

車両の更新及び整備を行う。 

  

２．内容 

（１）車両更新事業 

○消防ポンプ自動車【海上分団】【三重分団】 

平成１２年度に配備した海上分団及び三重分団の消防 

ポンプ自動車を老朽化により更新する。 

車体をボンネット型からキャブオーバー型へ変更する。 

  

  

 

 

○高規格救急自動車【北西出張所】 

平成２５年度に配備した北西出張所の高度救命資機材 

を積載した高規格救急自動車を老朽化により更新する。 

 

 

 

 

○広報車【予防保安課】 

平成１６年度に配備した予防保安課の広報車を老朽化 

により更新する。 

 

 

 
 
○軽トラック【西分署】 

平成１４年度に配備した西分署の軽トラックを老朽化により更新する。 

 

（２）車両整備事業 

○はしご付消防自動車のオーバーホール【北消防署】 

日本消防検定協会が定める消防車両のオーバーホール 

の基準により、はしご付消防自動車の分解、点検、部品 

交換等の整備を行う。 

 

〇高規格救急自動車用ＡＥＤの整備 

 高規格救急自動車用ＡＥＤを３台購入する。 

 

３．予算額 １２０，１８０千円（財源内訳）県支出金（10／10）３５，９０４千円 

（前年度 １６２，３８０千円）      一般財源      ８４，２７６千円 

担当 消防本部 総務課 

   市川 

   TEL ３５６－２００３ 

消防車両整備事業 

 

はしご付消防自動車 
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１．目的 

  地域の消防防災活動拠点である消防分団車庫のうち、経年により老朽化の著しい車

庫について整備を行う。 

 

２．内容 

（１）改築工事【塩浜分団車庫】 

昭和５８年度に建築した塩浜分団車庫は築後３６年が経過し、老朽化が進んでい

ることから、現在の車庫を撤去して同場所での改築工事を行う。 

 

○現在の車庫の概要 

・住   所：塩浜本町一丁目 

・建築年月：昭和５８年１０月 

・建築構造：鉄骨造２階建て 

・延べ床面積：７０㎡ 

 

○新たに設置する車庫の概要  

・建 築 構 造：鉄骨造２階建て 

・延べ床面積：約７２㎡ 

     （1階車庫 37㎡、2階詰所 35㎡） 

 

 

〇建築スケジュール 

R2.11月 12月 R3.1月 2月 3月 4月 5月 6月 

         

   

 

（２）設計業務委託【水沢分団・海蔵分団車庫】 

 建築後３５年以上が経過し、老朽化が進んでいる水沢分団車庫及び海蔵分団車庫

について、改築に向けた設計を行う。 

 

３．予算額  ２１，８３８千円  （財源内訳） 一般財源 ２１，８３８千円 

（前年度  ４７，５４１千円） 

 

４．債務負担行為 

  ・塩浜分団車庫改築工事費 

   限度額 ２６，５００千円  （総事業費） ４２，９００千円 

   期 間 令和２年度から令和３年度まで 

消防分団車庫整備事業費 

 

担当 消防本部 総務課 

   市川 

   TEL ３５６－２００３ 

市
民
セ
ン
タ
ー 

分団 

車庫 

塩
浜
地
区 

塩浜街道 

駐車場 
倉庫 

（解体 ・ 建築工事） 
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１．目的 

  防火・防災教育の充実強化を図るため、設備の老朽化が進んでいる北消防署併設の

防災教育センターを整備する。 

 

２．内容 

  阪神・淡路大震災を契機として、平成９年４月に北消防署の改築に合わせて整備し

た防災教育センターは、展示物や体験機材などの設備の老朽化が進んでいる。 

このことから、VR（Virtual Reality 仮想現実）等の最新技術を活用するなど、市

民が災害を身近に感じることができ、実践的な対応を学ぶことができる機材の導入や

施設の改修等に取り組むこととしており、令和２年度は防災教育センターのリニュー

アルに向けた基本調査及び基本構想の策定に取り組む。 

 

○現在の施設概要 

【1 階】防災展示室 （利用者数：平成 30 年度 2,415 人） 

 

【2 階】防災センター（ホール） （利用者数：平成 30 年度 2,686 人）    

・視聴覚設備を利用して防火・防災に関するＤＶＤ、ビデオテープの視聴 

・消防防災に関する会議等に利用 

 

○整備スケジュール 

  ・令和２年度      基本調査、基本構想 

  ・令和３年度       設計 

  ・令和４年度      機材の導入、施設の改修 

 

３．予算額  ２,０００千円     （財源内訳） 一般財源 ２，０００千円 

（新）防災教育センターリニューアル事業費 

 

担当 消防本部 消防救急課 

   柴原 

   TEL ３５６－２００５ 
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上 下 水 道 局 
 

新年度予算における基本的な方針 

上下水道は、市民生活に直結する重要なライフラインであることから、より

一層市民に信頼される上下水道を目指し、計画的な施設整備・更新等を進める

とともに適正な維持管理に努める。 

水道事業については、節水型社会の進展やライフスタイルの変化などの影響

から水需要は減少傾向にあり、平成２８年度に微増に転じたものの、平成３０

年度には再び減少に転じ、令和２年度も引き続き減少するものと考えている。

このような中、安全で良質な水道水を引き続き安定して供給するため、四日市

市水道ビジョン２０１９及び四日市市水道事業経営戦略を基礎として第三期水

道施設整備計画により基幹管路の耐震化及び経年施設の更新等に努める。 

 生活排水対策事業については、「水洗化による生活環境の向上」及び「川や海

などの公共用水域の水質保全」を図るため、四日市市生活排水処理施設整備計

画（アクションプログラム）（平成２８年度～令和７年度）及び四日市市下水道

事業経営戦略に基づく汚水管整備の推進や既存施設の更新及び施設の適正な維

持管理に努めるとともに、公共下水道への接続を推進し、併せて下水道の未普

及区域における合併浄化槽の普及と適正維持管理の促進を図る。 

さらに、雨水対策事業は「雨に強いまちづくり」を進めるため、市街化区域

において総合的な治水対策として、浸水対策施設の整備や維持管理に努める。 

 なお、上下水道事業は公営企業として、使用料等の財源確保に努めるととも

に、より一層の経費削減を図り、将来にわたり持続可能で健全な経営を行う。 

 

水 道 事 業 

将来にわたって安全安心で良質な水道水を安定して供給していくため、第三

期水道施設整備計画（令和元年度～令和１０年度）に基づき整備を進める。 

基幹管路の耐震化並びに経年管及び経年施設の更新を推進する。 

【主な事業】 第３期水道施設整備事業          1,814,159千円 

・基幹管路耐震化 

（導送水管・配水本管布設替、水管橋耐震） 

・経年管布設替 

・経年施設更新 
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下 水 道 事 業 

１．汚水対策事業について 

生活環境の向上及び川や海などの公共用水域の水質保全を図るため、四日市

市生活排水処理施設整備計画（アクションプログラム）に基づき汚水管渠の整

備を進めるとともに、緊急輸送路下の重要幹線管渠などの管更生や既存施設の

耐震化及び更新に取り組み、適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 公共下水道汚水対策事業          3,833,000千円 

・管渠整備（各地区における整備） 

・管渠更新（重要幹線管渠や団地内老朽管渠の管更生） 

・施設更新（既存施設の耐震化、更新） 

 

 

２．雨水対策事業について 

市街化区域の集中豪雨等による浸水防除を図るため、雨水排水施設の整備を

推進するとともに、施設の更新に取り組み、適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 公共下水道雨水対策事業          4,740,000千円 

・浜田通り貯留管整備 

・吉崎ポンプ場整備 

・新富洲原ポンプ場、朝明ポンプ場等施設更新 等 
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農 業 集 落 排 水 事 業 

農村集落の生活環境の向上及び公共用水域の水質保全を図るため、農業集落

排水施設の適切な維持管理を行う。 

また、令和６年４月より公営企業会計に移行するため、既存の農業集落排水

施設の資産調査及び資産評価業務委託を行う。 

【主な事業】 施設維持管理経費（１２地区）        176,781千円 

       農業集落排水事業企業会計移行事業      13,500千円 

          

 

 

コミニティ・プラント事業 

生活環境の向上及び公共用水域の水質保全を図るため、コミニティ・プラン

ト施設の適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 施設維持管理経費（２地区）         85,737千円 

 

 

 

合 併 浄 化 槽 事 業 

公共下水道等が整備されていない地域において、個人の合併浄化槽設置及び

適正管理に対して、補助金を交付することで生活環境の向上及び公共用水域の

水質保全を図る。 

【主な事業】 合併浄化槽整備促進事業            63,300千円 

合併浄化槽水質浄化促進事業          45,729千円 
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１．目的 

  大規模地震に備え、断水等の被害を最小限に抑え、非常時における市民生活への影

響を低減するため、主要施設の耐震化を図る。   

 

２．内容 

（１）基幹管路耐震化                   ５２２，０００千円 

導水管、送水管及び口径 300mm以上の配水管について、優先度の高い管路の耐震

化を計画的に進める。 

整備口径・延長：φ300～600 L=2,160m 

     主な整備箇所：千代田町、日永東三丁目、生桑町、北浜町 他 

 

（２）水管橋耐震化                     ３０，０００千円 

  朝明川水管橋耐震化詳細設計業務を実施する。 

    ・朝明川水管橋  

      

（３）施設耐震化                                       ２５，０００千円 

  あがた配水池操作室の耐震化工事を行う。 

・あがた配水池操作室 

 

３．予算額   ５７７，０００千円  （財源内訳）企 業 債 １７３，０００千円 

（前年度    ５６３，６００千円）       自己財源 ４０４，０００千円 

              

 

  ＜朝明川水管橋＞ 

                                                                                                                                                                                                                  

担当 上下水道局水道建設課 

    山下  ℡ ３５４－８３６５ 

    上下水道局施設課 

    櫻井  ℡ ３５４－８３６４ 

水道事業会計 

水 道 基 幹 施 設 耐 震 化 事 業 
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１．目的 

   お客様サービス等営業業務を引き続き民間事業者に委託し、民間事業者の有する技能

やノウハウを活用することにより、お客様サービスの向上と上下水道事業の円滑な運営

を図る。 

 

２．内容 

   上下水道事業に関する窓口業務から徴収業務、さらに給水審査業務や夜間・休日受付

業務までを一括して委託し、円滑かつ効率的に業務を行い、市民サービスの向上を図る。 

なお、委託する主な業務は次のとおりである。 

（１）受付（窓口）業務  

来局者の案内・取次ぎ、電話応対、料金の収納業務 

   （２）開閉栓業務 

転居・中止精算によるメーター指針確認、水道栓の開閉作業 

   （３）検針・検算業務 

訪宅による検針、検針データ入力・チェック、料金計算 

（４）請求・収納業務 

納入通知書の出力・発送、口座振替依頼の受付 

   （５）徴収業務 

督促状・催告状・停水通知書の作成・発送、停水執行補助 

   （６）給水審査業務 

給水装置工事の監督業務、断水工事の立会い、開発工事の洗管作業補助 

（７）夜間・休日受付業務 

来訪者・電話の問合せ対応、料金の収納 

 

  現在の契約期間が令和３年３月３１日で終了することから、令和３年４月１日から 

５年間の委託を行うため、令和２年度に事業者の選定を行う。 

 

３．債務負担行為 

限度額  １，４５９，０００千円  （総事業費） １，４５９，０００千円 

期 間  令和２年度から令和７年度まで 

 

 

 担当 上下水道局お客様センター 

  小澤 ℡ ３５４－８３５５ 

水道事業会計 

水道事業営業関連業務委託事業費 

（債務負担行為） 
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１．目的 

生活環境の向上及び川や海などの公共用水域の水質保全を図るために、公共下水

道（汚水）施設を計画的に整備する。 

 

２．内容 

（１）管渠整備   ３，０７０，５００千円 

各地区において計画的に推進してきた汚水管渠の整備（面的な整備）を引き続き

進める。 

整備地区：下野、八郷、大矢知、羽津、県、三重、神前、桜、川島、常磐、 

四郷、内部、河原田（L=17.2㎞） 

 

（２）管渠更新     ４３５，３００千円 

第一次緊急輸送道路下に埋設された重要管路の耐震化、管布設後の経過年数が長

い市内５団地の管渠更生工事を行う。また、合流ポンプ場から日永浄化センターへ

の汚水幹線の再構築に伴う基本設計を行う。 

  重要管路：阿瀬知３号幹線ほか１１箇所（納屋排水区、阿瀬知排水区） 

  団  地：あかつき台、坂部が丘、笹川、高花平、桜台 

 

（３）施設整備     １００，０００千円 

  波木町周辺の汚水管渠の整備に必要となる波木汚水中継ポンプ場の工事に着手す

る。 

 

（４）施設更新     ２２７，２００千円 

日永浄化センター第２系統や橋北ポンプ場など既存施設の更新を行う。 

   既存施設：橋北ポンプ場ほか２箇所（設備更新） 

       日永浄化センター第２系統（設備更新、耐震） 

 

３．予算額 ３，８３３，０００千円 （財源内訳） 

 （前年度 ４，４２６，９００千円） 国庫補助金(5.5/10・1/2) １，１１７，４３５千円 

                   企 業 債       ２，３３２，０００千円 

                   自 己 財 源          ３８３，５６５千円 

 

下水道事業会計 

公共下水道汚水対策事業 

 

 

担当  上下水道局下水建設課 

     北川  ℡ ３５４－８２２４ 

     上下水道局施設課 

     杉山  ℡ ３５４－８２２０ 
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１．目的 

     市街化区域の浸水防除を図り、雨に強いまちづくりを進める。 

 

２．内容 

（１）施設整備       ２，９８３，８００千円 

  特に浸水被害の多い地域について、施設整備を進める。 

・浜田通り貯留管整備  貯留管（シールド工）    ２，３００，０００千円 

            導水管整備           １００，０００千円 

              ポンプ施設整備         １００，０００千円 

（次頁参照） 

  ・吉崎ポンプ場整備   場内整備            １７０，０００千円 

  ・長太雨水１号支線函渠布設工事、雨水管理総合計画策定等 ３１３，８００千円 

               

（２）施設更新      １，７５６，２００千円 

雨水排水施設の更新を行う。 

・雨水ポンプ場（更新） 雨池ポンプ場ほか６箇所   １，０２４，１００千円 

・合流ポンプ場（更新） 橋北ポンプ場ほか１箇所     １８１，０００千円 

・日永浄化センター第２系統合流施設（更新）        ６３，４００千円 

・雨水ポンプ場（耐震） 新富洲原ポンプ場ほか２箇所   ２１５，１００千円 

・塩浜雨水１号幹線（耐震）               １５０，０００千円 

  ・合流式下水道管路（更新、耐震）            １２２，６００千円 

 

３．予算額 ４，７４０，０００千円    

 （前年度 ４，７９２，６００千円）  （財源内訳） 

             国庫補助金(5.5/10・1/2・4/10) ２，１７１，４６５ 千円 

             企 業 債           ２，０３０，１００千円 

             自 己 財 源             ５３８，４３５千円 

  

 

                                           

 

下水道事業会計 

公共下水道雨水対策事業 

担当 上下水道局下水建設課 

 北川  ℡ ３５４－８２２４ 

上下水道局施設課 

杉山  ℡ ３５４－８２２０ 
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１．目的 

  近年の大雨により床上・床下浸水被害が多数発生している鵜の森公園や浜田小 

学校及び西浦通り周辺の浸水対策として、六地蔵公園付近から鵜の森公園付近ま 

での浜田通り貯留管整備を行う。 

 

２．内容 

   令和2年度はシールド工による貯留管構築と導水管布設に必要となる立坑など

推進工に向けた準備作業を行う。また、ポンプ設備の機器設計製作に着手する。 

 

① 貯留管整備（平成３０年度～令和３年度）     ２，３００，０００千円 

・シールド工（外径４．８ｍ、内径４．４ｍ、延長１，１００ｍ） 

 

② 導水管整備（令和２年度～令和４年度）        １００，０００千円 

・立坑工、推進工（内径０．９～１．２ｍ、延長６４０ｍ）準備等 

                           

③ポンプ施設整備（令和２年度～令和４年度）      １００，０００千円 

・ポンプ設備機器設計製作等 

                          計 ２，５００，０００千円 

 

３．予算額 ２，５００，０００千円  （財源内訳） 

 （前年度 １，１００，０００千円）  国庫補助金(1/2) １，２５０，０００千円 

企 業 債   １，１２５，０００千円 

自 己 財 源     １２５，０００千円 

 

 

 

 

 

 

下水道事業会計 

公共下水道雨水対策事業（浜田通り貯留管整備事業） 
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４．債務負担行為 

・導水管布設 

限度額 ４３０，０００千円  （総事業費） ５３０，０００千円 

期 間 令和２年度から令和４年度 

・ポンプ施設整備 

限度額 ４６０，０００千円  （総事業費） ５６０，０００千円 

期 間 令和２年度から令和４年度 

【太枠内限度額計：3,100,000（千円）】

【太枠内限度額計：430,000（千円）】

【太枠内限度額計：460,000（千円）】

令和4年度

50,000（千円）

③ポンプ施設整備

令和2年度設定 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

R2～R4年度（3年債務）
－ － 100,000（千円） 380,000（千円）

令和2年度設定 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

本工事費530,000（千円）

①貯留管整備

平成30年度設定 平成30年度

②導水管整備

令和2年度 令和3年度

H30～R3年度（4年債務）
1,900,000（千円） 300,000（千円） 2,300,000（千円） 500,000（千円）

本工事費5,000,000（千円）

令和元年度

R2～R4年度（3年債務）
－ －

本工事費560,000（千円）
100,000（千円） 100,000（千円） 360,000（千円）

 

概略工程 

 

 

 

 

 

担当 上下水道局下水建設課 

 北川  ℡ ３５４－８２２４ 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ポンプ機器
設置設計製作・建築機材製作

取込口工　2箇所

発進立坑工
シールド機製作

地下構造物工 上屋
建築

掘進
（L=1100m）

導水管整備

R4年度

浜田通り貯留管整備事業　総事業費　6,430百万円

用地取得
60百万円

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

シールド工

詳細設計　　100百万円

（R3工事）180百万円

①貯留管整備（H30～R3債務負担工事）　5,000百万円

設備
撤去

②導水管整備

取込口工
2箇所

立坑工
推進準備

推進工
（L=640m）

（R2～R4債務負担工事）530百万円

ポンプ機器

③ポンプ施設整備

（R2～R4債務負担工事）560百万円

掘進
準備

は、過年度及び令和３年度以降（予定）
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１．目的 

これまでの個別に行っていた維持管理業務（事後保全型管理）及びストックマネジメント計

画業務（予防保全型管理）の管渠の点検・調査を一括して複数年契約を行うことで市民サービ

スの向上、業務の効率化を図る。 

２．内容  

業務概要（４年間） 

（１）個別維持管理業務（点検・調査・清掃・小規模修繕・その他業務） 

①点検・調査業務（マンホール内部・蓋点検、取付管調査 等） 

②清掃業務（汚水桝・本管つまり清掃、マンホールポンプ清掃 等） 

③小規模修繕業務（取付管・枝管の更生、人孔上部補修工 等） 

④その他業務（住民対応、事故対応 等） 

（２）ストックマネジメント計画策定業務 

①維持管理計画及び月間維持管理計画の策定 

②長期的修繕計画の立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．債務負担行為 

 限度額  ７０４，０００千円  （総事業費） ７０４，０００千円 

 期 間  令和２年度から令和６年度 

           

下水道事業会計 

（新）下水道管路施設包括維持管理事業 

（債務負担行為） 

 

 

 

担当  上下水道局下水建設課 

     鬼藤  ℡ ３５４－８２２８ 
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１．目的 

「経営の見える化」により経営基盤を強化し、将来にわたり持続可能な経営を確保

するために、農業集落排水事業に公営企業会計を適用し令和６年４月に企業会計に移

行する。 

 

２．内容 

平成３１年１月２５日付総務大臣通知「公営企業会計の適用の更なる推進について」

に基づく農業集落排水事業の公営企業会計への移行要請に伴い、令和６年４月より公

営企業会計に移行するため、既存の農業集落排水施設の資産調査及び資産評価業務委

託を行う。 

資産調査施設  県、小牧南、狭間、水沢野田、水沢東、堂ヶ山、北小松、鹿間、 

        水沢中部、小西、水沢東部、和無田  計１２地区 

（１）農業集落排水事業企業会計化スケジュール 

 

 

３．予算額   １３，５００千円  （財源内訳）一般財源   １３，５００千円 

 

４．債務負担行為                     

・企業会計移行に係る資産調査及び資産評価業務委託費 

   限度額  ２５，６００千円  （総事業費） ３９，１００千円 

   期 間  令和２年度から令和４年度 

 

システム整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

資産調査及び

評価・台帳整備

条例規則等整備

調査 評価・台帳整備

条例・規則制定

ハード環境整備 システム構築 データ移行・試行

企業

会計

移行

農業集落排水事業特別会計 

（新）農業集落排水事業企業会計移行事業 

 

 

担当  上下水道局経営企画課 

     青木  ℡ ３５４－８２２２ 
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市 立 四 日 市 病 院 

 

新年度予算における基本的な方針 

第三次市立四日市病院中期経営計画（平成 29～令和２年度）の重点項目に掲

げた「ＤＰＣ特定病院群（平成 30 年度に医療機関群Ⅱ群病院から名称変更）

の堅持」については、継続して指定を受けることができた。また、平成 31 年

４月には厚生労働省から「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受け、北勢地

域の中核病院として当院の担う役割はますます高まっている。したがって、今

後も引き続き高い診療密度の維持、難易度の高い手術の実施、重症患者に対す

る診療の実施など高度医療、救急医療の充実を図っていく必要がある。 

これらを踏まえ、令和２年度予算は、引き続き質の高い医療の提供に重点を

置くとともに、現在地で病院運営を継続していく上で必要な施設の老朽化対策

や来院者に対する利便性の向上など、施設の環境改善や安全対策にも意を配し、

その編成を行った。 

質の高い医療の提供では、高度医療や救急医療を担う病院としての医療環境

の向上に向け、現在８床のＩＣＵ（集中治療室）を 10床に改修するとともに、

現在４床であるＨＣＵ（高度治療室）を 16 床に改修することにより、重症患

者や手術後等の患者に対する管理体制を強化する。また、患者に高度な医療を

安定的に提供するため、救命救急センターの磁気共鳴断層撮影装置（ＭＲＩ装

置）を始めとした医療機器を順次最新のものに更新し、医療環境の一層の充実

を図る。 

次に、昭和 53 年の移転新築以来の未改修部門を中心とした改修とともに、

将来の医療環境の変化に対応するための大規模改修事業に係る基本計画の策

定と基本設計を行う。 

また、施設の環境改善、安全対策の面では、令和元年度に引き続いて、外来

玄関や院内道路、院内歩道、駐輪場等の整備を図る。 

 

１．高度医療機能強化事業 

（１）高度医療や救急医療を担う病院としての医療環境の向上に向け、ＩＣＵ

（３階：８床）を拡張して 10床に改修するとともに、ＨＣＵ（４階：４床）

をＩＣＵの隣に移転して 16 床に改修することにより、重症患者や手術後等

の患者に対する管理体制の強化を図る。 

【主な事業】ＩＣＵ及びＨＣＵ機能強化改修工事費     632,000千円 

ＩＣＵ及びＨＣＵ機能強化改修工事監理業務委託費       

18,000千円 

 

（２）ＩＣＵ及びＨＣＵで使用する天井懸垂型エネルギー供給装置、生体情報

モニタリングシステム、人工呼吸器を始めとした医療機器等の整備更新を図

る。 
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【主な事業】天井懸垂型エネルギー供給装置、生体情報モニタリングシステ

ム、人工呼吸器ほか購入           330,000千円 

 

２．病院施設大規模改修事業 

昭和 53年の移転新築以来の未改修部門（薬局、中央放射線室、中央検査室）

を中心とした改修とともに、将来の医療環境の変化に対応するための大規模改

修事業に係る基本計画の策定と基本設計を行う。 

【主な事業】病院施設大規模改修事業に係る基本計画・基本設計業務委託費 

                             95,000千円 

 

３．医療機器等整備事業 

患者に高度な医療を安定的に提供するため、磁気共鳴断層撮影装置、超音波

診断装置、三次元心内電位解析装置を始めとした医療機器等の整備更新を図る。 

【主な事業】磁気共鳴断層撮影装置、超音波診断装置、三次元心内電位解析

装置ほか購入                 500,000千円 

 

４．病院施設環境改善・安全対策事業 

来院者に対する利便性、安全性の向上などを図るために、外来玄関や院内道

路、院内歩道、駐輪場等の整備を図る。 

【主な事業】病院施設環境改善・安全対策事業        99,000千円 
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１．目的 

高度医療や救急医療を担う病院としての医療環境の向上に向け、ＩＣＵ（集中治

療室）及びＨＣＵ（高度治療室）を拡張し、重症患者や手術後等の患者に対する管

理体制の強化を図る。 

 

２．内容 

(1)ＩＣＵ（３階：８床）を拡張して 10床に改修するとともに、ＨＣＵ（４階：４

床）をＩＣＵの隣に移転して 16床に改修する。 

※なお、ＨＣＵ改修工事を先行し、現ＩＣＵ病床の一時移転場所として運用する。 

・ＩＣＵ及びＨＣＵ機能強化改修工事費       ６３２，０００千円 

・ＩＣＵ及びＨＣＵ機能強化改修工事監理業務委託費  １８，０００千円 

                   （企業債80％充当 ※ＨＣＵは対象外） 

 

(2)ＩＣＵ及びＨＣＵで使用する天井懸垂型エネルギー供給装置、生体情報モニタ

リングシステム、人工呼吸器を始めとした医療機器等の整備更新を図る。 

・機器購入費 ３３０，０００千円（企業債 100％充当） 

 

３．予算額 ９８０，０００千円  （財源内訳）企業債  ６３０，０００千円 

                      自己財源 ３５０，０００千円 

（前年度 ３４０，０００千円） 

【改修工事工程】 

令和３年度

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

HCU機能強化改修工事

ICU機能強化改修工事

供
用
開
始

4

令和元年度 令和２年度

仮ICU供用HCU（仮ICU）改修工事

ICU改修工事

補
正
予
算

入
札
・
契
約

検
査
・
引
越

検
査
・
引
越

 

【改修位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

市立四日市病院事業会計 

高度医療機能強化事業（ＩＣＵ及びＨＣＵ機能強化改修事業） 

担当 市立四日市病院施設課 西村 

          総務課 森 

      ℡ ３５４－１１１１ 
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１．目的 

北勢地域の中核病院として、高度医療、救急医療などの急性期医療を今後も安定

的に提供していくため、未改修部門を中心とした改修を行うことにより、将来の医

療環境の変化に対応していくとともに、当院が抱える施設課題の解決を図る。 

 

２．内容 

昭和５３年の移転新築以来の未改修部門（薬局、中央放射線室、中央検査室）

を中心とした改修とともに、将来の医療環境の変化に対応するための大規模改修

事業に係る基本計画の策定と基本設計を行う。 

・病院施設大規模改修事業に係る基本計画・基本設計業務委託費 

                           ９５，０００千円 

                             （企業債80％充当） 

 

３．予算額 ９５，０００千円   （財源内訳）企業債   ７６，０００千円 

                      自己財源  １９，０００千円 

 

 

【未改修部分位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改修事業工程】 

 

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度～ 

基本計画・基本設計 

実 施 設 計 

工       事 

   

 

 

市立四日市病院事業会計 

（新）病院施設大規模改修事業 

担当 市立四日市病院施設課 西村 

      ℡ ３５４－１１１１ 

１Ｆ ２Ｆ 
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る

補
助

、
沿

道
建

築
物

の
耐

震
診

断
及

び
補

強
設

計
・改

修
に

対
す

る
補

助

防
災

倉
庫

整
備

事
業

費
9,

00
0

避
難

所
に

お
け

る
生

活
環

境
の

整
備

に
必

要
な

備
品

を
配

備

避
難

施
設

等
整

備
事

業
費

12
,2

60
長

期
の

避
難

所
生

活
に

備
え

る
防

災
井

戸
の

整
備

及
び

指
定

避
難

所
へ

の
仮

設
ト

イ
レ

資
機

材
の

配
備

避
難

施
設

等
整

備
事

業
費

(下
水

道
総

合
地

震
対

策
)

25
,6

00
貯

留
式

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

の
測

量
調

査
設

計
業

務
委

託

総
合

防
災

拠
点

整
備

事
業

費
28

4,
17

5
大

規
模

災
害

時
の

救
援

物
資

受
入

れ
や

、
受

援
拠

点
な

ど
に

活
用

可
能

な
総

合
防

災
拠

点
の

造
成

工
事

地
域

応
急

給
水

栓
配

備
事

業
費

9,
60

0
身

近
な

場
所

で
応

急
給

水
を

実
施

可
能

に
す

る
応

急
給

水
栓

の
配

備

あ
さ

け
プ

ラ
ザ

 あ
さ

け
プ

ラ
ザ

施
設

整
備

事
業

費
（
ホ

ー
ル

他
吊

天
井

崩
落

対
策

工
事

）
12

5,
70

0
ホ

ー
ル

他
吊

天
井

崩
落

対
策

工
事

衛
生

費
保

健
衛

生
費

生
活

環
境

課
北

大
谷

斎
場

整
備

事
業

費
（
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

19
7,

22
0

葬
祭

棟
空

調
機

器
更

新
の

設
計

、
外

壁
改

修
工

事
及

び
屋

根
改

修
工

事

土
木

管
理

費
建

築
指

導
課

ブ
ロ

ッ
ク

塀
等

安
全

対
策

事
業

費
　

18
,0

00
地

震
時

に
倒

壊
の

恐
れ

の
あ

る
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
の

所
有

者
に

対
す

る
撤

去
費

用
補

助
等

防
災

・安
全

社
会

資
本

整
備

交
付

金
事

業
費

（
橋

梁
長

寿
命

化
関

係
）

23
1,

00
0

橋
梁

長
寿

命
化

に
合

わ
せ

て
の

耐
震

化

地
方

道
更

新
防

災
等

対
策

補
助

事
業

費
（
大

規
模

修
繕

・橋
梁

）
10

4,
00

0
橋

梁
長

寿
命

化
に

合
わ

せ
て

の
耐

震
化

都
市

計
画

費
都

市
計

画
課

鉄
道

施
設

耐
震

対
策

事
業

費
28

,3
33

鉄
道

事
業

者
が

行
う

落
橋

防
止

対
策

に
対

し
、

国
・
県

と
と

も
に

協
調

補
助

近
鉄

名
古

屋
線

　
川

原
町

～
阿

倉
川

間
　

海
蔵

川
橋

梁
落

橋
防

止
工

事
等

消
防

水
利

整
備

事
業

費
16

,1
87

耐
震

性
貯

水
槽

の
整

備
（1

ヶ
所

）

防
災

教
育

セ
ン

タ
ー

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

事
業

費
2,

00
0

防
災

教
育

セ
ン

タ
ー

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
事

業
に

係
る

調
査

委
託

消
防

救
急

課
消

防
費

消
防

費

一
般

会
計

　

道
路

整
備

課
土

木
費

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

総
務

費
総

務
管

理
費

危
機

管
理

室

道
路

橋
梁

費

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
防

　
災

　
・
　

減
　

災
　

事
　

業
　

（
　

地
　

震
　

分
　

）
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
業

名
令

和
２

年
度

予
算

額
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（
単

位
　

千
円

）

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
防

　
災

　
・
　

減
　

災
　

事
　

業
　

（
　

地
　

震
　

分
　

）
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
業

名
令

和
２

年
度

予
算

額

一
般

会
計

　
教

育
費

小
学

校
費

教
育

施
設

課
窓

ガ
ラ

ス
飛

散
防

止
事

業
費

21
,3

00
小

学
校

共
用

ス
ペ

ー
ス

（階
段

室
、

昇
降

口
等

）
の

窓
ガ

ラ
ス

飛
散

防
止

フ
ィ

ル
ム

貼
り

工
事

1
,4

0
8
,1

7
6

水
道

基
幹

施
設

耐
震

化
事

業
57

7,
00

0
基

幹
水

道
施

設
(導

送
水

管
、

配
水

管
、

水
管

橋
等

)の
耐

震
化

下
水

道
施

設
地

震
災

害
対

策
事

業
52

4,
00

0
雨

水
幹

線
、

汚
水

管
渠

、
ポ

ン
プ

場
、

処
理

場
の

耐
震

化

市
立

四
日

市
病

院
消

耗
備

品
費

1,
00

0
手

術
器

械
収

納
用

棚
一

式
（転

倒
・
落

下
防

止
機

能
付

）
購

入

1
,1

0
2
,0

0
0

2
,5

1
0
,1

7
6

上
下

水
道

局

企
　

業
　

会
　

計
　

小
　

計

合
　

　
　

　
　

　
計

一
　

般
　

会
　

計
　

小
　

計

企
業

会
計
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（
単

位
　

千
円

）

防
災

会
議

委
員

報
酬

79
防

災
会

議
の

委
員

報
酬

国
民

保
護

協
議

会
委

員
報

酬
40

国
民

保
護

協
議

会
の

委
員

報
酬

防
災

対
策

事
業

費
15

,5
70

防
災

啓
発

、
防

災
訓

練
等

防
災

シ
ス

テ
ム

事
業

費
11

1,
81

8
防

災
機

器
の

維
持

管
理

、
災

害
情

報
の

提
供

、
テ

レ
メ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

保
守

点
検

防
災

行
政

無
線

シ
ス

テ
ム

改
修

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
対

応
ア

プ
リ

の
導

入
及

び
ワ

ン
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

簡
易

型
無

線
機

の
ア

ナ
ロ

グ
式

か
ら

デ
ジ

タ
ル

式
へ

の
更

新

地
域

防
災

計
画

推
進

事
業

費
14

0
地

域
防

災
計

画
の

推
進

受
援

計
画

等
策

定
事

業
費

7,
00

0
受

援
計

画
策

定
及

び
業

務
継

続
計

画
（
B

C
P

）
の

見
直

し

楠
防

災
会

館
管

理
運

営
費

2,
45

7
楠

防
災

会
館

の
管

理
運

営

楠
避

難
会

館
管

理
運

営
費

67
1

楠
避

難
会

館
の

管
理

運
営

農
業

費
災

害
か

ら
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
を

守
る

事
前

伐
採

事
業

費
4,

00
0

市
、

三
重

県
及

び
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

の
三

者
が

締
結

し
た

協
定

書
に

基
づ

き
、

災
害

時
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
供

給
に

支
障

が
生

じ
る

恐
れ

の
あ

る
樹

木
の

事
前

伐
採

の
実

施

土
地

改
良

施
設

維
持

管
理

適
正

化
事

業
費

2,
08

0
機

能
診

断
に

基
づ

く
、

楠
町

内
排

水
機

場
の

修
繕

整
備

を
実

施

井
堰

、
樋

門
維

持
管

理
費

37
1

井
堰

、
樋

門
の

維
持

管
理

を
地

元
の

施
設

利
用

者
へ

委
託

排
水

機
場

維
持

管
理

事
業

費
10

,2
37

楠
町

内
排

水
機

場
の

維
持

管
理

漁
港

一
般

管
理

費
5,

63
5

磯
津

樋
門

、
開

栄
樋

門
及

び
五

味
樋

門
の

維
持

管
理

海
岸

保
全

施
設

整
備

事
業

費
60

,0
00

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

て
い

る
漁

港
区

域
内

の
海

岸
保

全
施

設
の

改
修

及
び

漁
港

海
岸

堤
防

の
耐

震
調

査

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

一
般

会
計

総
務

費
総

務
管

理
費

危
機

管
理

室

市
民

生
活

課

農
地

費
農

林
水

産
業

費
農

水
振

興
課

水
産

業
費

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

防
　

災
　

・
　

減
　

災
　

事
　

業
　

（
　

地
　

震
　

以
　

外
　

分
　

）
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算
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（
単

位
　

千
円

）

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

防
　

災
　

・
　

減
　

災
　

事
　

業
　

（
　

地
　

震
　

以
　

外
　

分
　

）
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算

河
川

等
計

画
保

全
事

業
費

40
,0

00
治

水
安

全
度

を
確

保
す

る
た

め
、

河
川

及
び

調
整

池
を

計
画

的
に

保
全

準
用

河
川

改
修

事
業

費
20

5,
00

0
治

水
安

全
度

の
向

上
の

た
め

の
朝

明
新

川
、

源
の

堀
川

の
改

修

堀
川

内
水

対
策

事
業

費
11

,0
00

治
水

安
全

度
の

向
上

の
た

め
の

堀
川

の
改

良

普
通

河
川

三
鈴

川
河

川
改

良
事

業
費

20
,0

00
治

水
安

全
度

の
向

上
の

た
め

の
三

鈴
川

の
改

良

河
川

改
良

事
業

費
14

9,
50

0
排

水
機

能
の

向
上

の
た

め
の

河
川

の
改

良

排
水

路
改

良
事

業
費

87
,0

00
排

水
機

能
の

向
上

の
た

め
の

排
水

路
の

改
良

南
消

防
署

整
備

事
業

費
94

,3
35

南
消

防
署

改
築

工
事

に
伴

う
実

施
設

計
及

び
用

地
取

得

消
防

分
団

車
庫

整
備

事
業

費
21

,8
38

消
防

分
団

車
庫

の
老

朽
化

に
伴

う
改

築
等

消
防

出
張

所
整

備
事

業
費

3,
00

0
消

防
出

張
所

庁
舎

の
整

備
に

係
る

調
査

委
託

消
防

車
両

購
入

費
70

,4
00

高
規

格
救

急
自

動
車

、
広

報
車

、
消

防
分

団
車

等
の

整
備

消
防

活
動

用
機

器
整

備
費

24
,1

02
消

防
用

ホ
ー

ス
、

水
難

救
助

資
機

材
等

の
整

備

危
機

管
理

室
水

防
事

業
費

1,
18

3
既

設
水

防
倉

庫
の

維
持

管
理

等

9
4
7
,4

5
6

企
業

会
計

上
下

水
道

局
公

共
下

水
道

雨
水

対
策

事
業

4,
30

2,
30

0
貯

留
管

築
造

、
ポ

ン
プ

場
設

備
更

新
等

4
,3

0
2
,3

0
0

5
,2

4
9
,7

5
6

一
　

般
　

会
　

計
　

小
　

計

企
　

業
　

会
　

計
　

小
　

計

合
　

　
　

　
計

一
般

会
計

土
木

費
河

川
費

河
川

排
水

課

消
防

費
消

防
費

総
務

課
（消

防
）
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○
一

般
事

業
（
単

位
　

千
円

）

子
ど

も
医

療
費

9
6
0
,9

3
6

中
学

校
修

了
前

ま
で

の
児

童
に

対
す

る
、

窓
口

負
担

無
料

化
を

含
む

医
療

費
助

成
（
扶

助
費

）

一
人

親
家

庭
等

医
療

費
9
1
,7

5
5

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

父
、

母
及

び
1
8
歳

以
後

最
初

の
3
月

3
1
日

ま
で

の
児

童
に

対
す

る
医

療
費

助
成

不
妊

治
療

費
3
0
,1

0
0

不
妊

治
療

に
係

る
医

療
費

の
助

成

不
育

症
治

療
費

2
0
0

不
育

症
治

療
に

係
る

医
療

費
の

助
成

ひ
と

り
親

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
費

2
,1

3
8

ひ
と

り
親

及
び

寡
婦

家
庭

が
、

一
時

的
に

日
常

生
活

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
場

合
に

、
生

活
支

援
を

行
う

た
め

に
家

庭
生

活
支

援
員

を
派

遣

母
子

家
庭

等
自

立
支

援
給

付
金

事
業

費
1
0
,6

5
5

母
子

家
庭

の
母

及
び

父
子

家
庭

の
父

の
自

立
促

進
の

た
め

必
要

な
技

能
や

資
格

取
得

に
資

す
る

対
象

講
座

に
つ

い
て

、
受

講
料

の
一

部
補

助
及

び
修

業
期

間
中

の
生

活
費

負
担

軽
減

の
た

め
の

給
付

金
支

給

病
児

保
育

室
管

理
運

営
費

5
0
,4

4
4

病
気

療
養

中
ま

た
は

回
復

期
の

児
童

を
預

か
る

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
の

子
育

て
と

就
労

の
両

立
を

支
援

フ
ァ

ミ
リ

ー
・
サ

ポ
ー

ト
・
セ

ン
タ

ー
事

業
費

1
4
,5

2
6

子
育

て
を

地
域

で
支

援
す

る
た

め
、

育
児

の
援

助
を

受
け

た
い

者
と

提
供

で
き

る
者

か
ら

な
る

相
互

援
助

活
動

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

推
進

事
業

費
2
9
7

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

法
に

基
づ

く
「
四

日
市

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

」
の

推
進

こ
ど

も
子

育
て

交
流

プ
ラ

ザ
事

業
費

3
9
,7

4
8

こ
ど

も
子

育
て

交
流

プ
ラ

ザ
の

管
理

運
営

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
費

6
,4

2
6

橋
北

・
塩

浜
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
管

理
運

営

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
費

1
,6

7
3

公
立

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
育

児
相

談
や

子
育

て
講

座
な

ど
、

子
育

て
支

援
事

業
の

実
施

父
親

の
子

育
て

マ
イ

ス
タ

ー
事

業
費

3
,6

6
2

子
育

て
世

代
の

男
性

を
対

象
に

講
座

を
開

催
し

、
修

了
者

を
「
父

親
の

子
育

て
マ

イ
ス

タ
ー

」
に

認
定

す
る

と
と

も
に

、
父

親
が

育
児

参
画

す
る

き
っ

か
け

作
り

と
な

る
イ

ベ
ン

ト
等

を
実

施
し

、
男

性
の

子
育

て
参

画
を

促
進

学
童

保
育

事
業

費
6
5
4
,2

5
3

学
童

保
育

所
の

運
営

や
提

供
体

制
確

保
に

対
す

る
補

助
、

指
導

員
の

処
遇

改
善

や
経

験
年

数
に

応
じ

た
研

修
の

実
施

地
域

子
育

て
サ

ロ
ン

事
業

費
3
6
0

子
育

て
家

庭
が

地
域

で
つ

な
が

り
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
よ

う
、

地
域

内
で

子
育

て
家

庭
が

集
え

る
場

と
し

て
の

サ
ロ

ン
を

開
催

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
事

業
費

補
助

金
6
1
,5

0
0

民
間

の
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

で
行

う
子

育
て

支
援

事
業

に
対

す
る

補
助

金
私

立
保

育
園

併
設

 ９
か

所
、

医
療

機
関

併
設

 ２
か

所

児
童

館
管

理
運

営
費

7
,5

1
6

市
内

３
か

所
の

児
童

館
及

び
移

動
児

童
館

の
管

理
運

営

児
童

館
自

主
事

業
費

2
,1

8
4

児
童

館
の

主
催

事
業

や
移

動
児

童
館

な
ど

の
実

施

こ
ど

も
未

来
課

保
育

幼
稚

園
課

第
２

子
以

降
子

育
て

レ
ス

パ
イ

ト
ケ

ア
事

業
1
,7

7
2

第
２

子
以

降
の

子
を

出
産

し
た

者
に

対
し

て
、

産
後

1
2
か

月
ま

で
の

間
に

利
用

で
き

る
、

市
内

の
認

可
保

育
所

が
実

施
す

る
一

時
保

育
の

無
料

券
（
２

回
分

）
を

交
付

児
童

虐
待

防
止

対
策

事
業

費
5
,4

9
6

児
童

虐
待

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
未

然
防

止
に

向
け

て
虐

待
防

止
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
を

実
施

。
ま

た
、

養
育

支
援

が
必

要
な

家
庭

へ
の

家
庭

訪
問

支
援

の
実

施

母
子

・
父

子
福

祉
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
費

8
,2

1
7

ひ
と

り
親

家
庭

及
び

寡
婦

の
生

活
の

安
定

と
自

立
を

促
進

す
る

施
設

で
あ

る
母

子
・
父

子
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

管
理

運
営

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

子
　

育
　

て
　

関
　

係
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
業

名
令

和
２

年
度

予
算

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

一
般

会
計

民
生

費

社
会

福
祉

費
こ

ど
も

保
健

福
祉

課

児
童

福
祉

費

こ
ど

も
未

来
課

こ
ど

も
保

健
福

祉
課
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○
一

般
事

業
（
単

位
　

千
円

）

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

子
　

育
　

て
　

関
　

係
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
業

名
令

和
２

年
度

予
算

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

児
童

手
当

4
,9

0
7
,0

0
0

中
学

校
修

了
ま

で
の

児
童

を
養

育
し

て
い

る
保

護
者

に
対

す
る

手
当

の
支

給

児
童

扶
養

手
当

9
6
9
,0

0
0

母
子

・
父

子
家

庭
等

の
1
8
歳

以
後

最
初

の
3
月

3
1
日

ま
で

の
児

童
を

対
象

に
支

給

母
子

生
活

支
援

施
設

事
業

費
5
7
,1

0
0

母
子

の
自

立
促

進
を

図
る

た
め

、
配

偶
者

の
な

い
女

子
及

び
そ

の
児

童
を

母
子

生
活

支
援

施
設

に
措

置
し

、
そ

の
費

用
を

支
弁

子
育

て
支

援
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

費
4
,9

1
5

保
護

者
が

疾
病

や
出

産
な

ど
で

児
童

の
養

育
が

困
難

に
な

っ
た

場
合

に
、

一
時

的
に

児
童

養
護

施
設

や
母

子
生

活
支

援
施

設
な

ど
で

必
要

な
保

護
を

実
施

第
二

種
助

産
施

設
事

務
費

事
業

費
3
,9

2
4

保
健

上
必

要
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

経
済

的
な

理
由

に
よ

り
入

院
助

産
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

妊
産

婦
を

助
産

施
設

に
入

所
さ

せ
助

産
を

受
け

さ
せ

、
そ

の
費

用
を

支
弁

児
童

発
達

相
談

経
費

4
,6

3
7

発
達

に
課

題
の

あ
る

児
童

の
支

援
業

務
に

伴
う

経
費

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

Ｕ
－

８
事

業
費

3
,9

8
4

発
達

障
害

等
の

幼
児

・
小

学
校

低
学

年
児

童
と

そ
の

保
護

者
へ

の
早

期
支

援
体

制
を

構
築

し
、

幼
児

期
か

ら
の

途
切

れ
の

な
い

支
援

を
実

施

園
巡

回
発

達
相

談
事

業
費

2
,8

1
3

保
育

園
・
幼

稚
園

等
に

巡
回

支
援

員
を

派
遣

し
、

障
害

の
あ

る
子

ど
も

や
、

発
達

上
の

課
題

の
あ

る
子

ど
も

と
そ

の
保

護
者

・
担

任
・
関

係
各

課
等

と
の

相
談

や
、

指
導

、
助

言
等

を
実

施

障
害

児
通

所
事

業
費

1
,4

0
6
,5

6
1

通
所

利
用

の
障

害
児

へ
、

日
常

生
活

に
お

け
る

基
本

的
な

動
作

の
指

導
、

集
団

生
活

へ
の

適
応

、
生

活
能

力
の

向
上

の
た

め
の

訓
練

等
を

実
施

す
る

事
業

所
に

対
し

、
そ

の
費

用
を

支
弁

子
育

て
支

援
事

業
補

助
金

5
4
0

地
域

住
民

が
実

施
す

る
未

就
園

児
の

子
育

て
支

援
事

業
に

対
す

る
補

助
金

幼
稚

園
事

務
費

事
業

費
6
2
6
,2

0
8

新
制

度
に

移
行

し
た

私
立

幼
稚

園
へ

、
園

児
が

教
育

を
受

け
る

た
め

に
必

要
な

費
用

を
支

給

子
育

て
施

設
等

利
用

給
付

事
業

費
8
0
8
,5

0
0

幼
児

教
育

・
保

育
の

無
償

化
に

よ
り

、
新

制
度

に
移

行
し

て
い

な
い

私
立

幼
稚

園
や

認
可

外
保

育
所

等
を

利
用

す
る

保
護

者
に

対
し

て
保

育
料

分
を

支
給

。
ま

た
保

育
の

必
要

性
の

認
定

を
受

け
た

場
合

は
、

預
か

り
保

育
に

つ
い

て
も

支
給

。

補
足

給
付

事
業

費
2
7
,3

7
0

世
帯

の
所

得
状

況
や

子
ど

も
の

人
数

に
応

じ
て

、
公

立
・
私

立
幼

稚
園

児
の

保
護

者
に

対
し

て
給

食
費

（
副

食
代

）
を

支
給

私
立

幼
稚

園
運

営
費

補
助

金
9
,3

8
8

運
営

に
か

か
る

経
費

や
地

域
の

未
就

園
児

と
そ

の
保

護
者

へ
の

子
育

て
支

援
活

動
に

対
す

る
補

助
金

私
立

幼
稚

園
一

時
預

か
り

事
業

費
補

助
金

9
,5

8
7

新
制

度
に

移
行

し
て

い
る

私
立

保
育

園
が

実
施

す
る

在
園

児
の

一
時

預
か

り
事

業
に

対
す

る
補

助
金

使
用

済
み

紙
お

む
つ

回
収

事
業

1
9
,8

0
0

市
内

の
認

可
保

育
施

設
等

に
お

い
て

使
用

済
み

紙
お

む
つ

の
回

収
を

実
施

養
育

医
療

給
付

事
業

費
2
3
,3

0
8

入
院

を
必

要
と

す
る

、
満

１
歳

未
満

の
未

熟
児

に
か

か
る

医
療

給
付

自
立

支
援

医
療

費
（
育

成
医

療
）

1
1
,8

3
7

障
害

が
あ

る
児

童
に

対
す

る
、

生
活

能
力

を
得

る
た

め
に

必
要

な
医

療
の

給
付

妊
産

婦
乳

幼
児

健
康

診
査

事
業

費
3
4
1
,2

4
6

疾
病

等
を

早
期

に
発

見
し

、
適

切
な

支
援

に
つ

な
げ

る
た

め
、

妊
産

婦
及

び
４

か
月

、
1
0
か

月
、

１
歳

半
、

３
歳

児
を

対
象

に
健

康
診

査
を

実
施

妊
産

婦
乳

幼
児

保
健

指
導

事
業

費
1
4
,6

9
0

育
児

学
級

、
育

児
相

談
、

訪
問

指
導

お
よ

び
訪

問
型

産
後

ケ
ア

事
業

等
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

妊
産

婦
お

よ
び

乳
幼

児
の

健
全

な
育

成
を

支
援

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
事

業
費

8
,8

9
5

子
育

て
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
や

養
育

環
境

等
の

把
握

を
行

う
た

め
、

生
後

４
ヶ

月
ま

で
の

乳
児

の
い

る
全

て
の

家
庭

を
訪

問

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

助
成

事
業

費
1
3
8

低
所

得
者

に
対

し
て

、
出

生
後

、
新

生
児

期
に

受
診

す
る

聴
覚

検
査

の
費

用
を

助
成

保
健

衛
生

費
こ

ど
も

保
健

福
祉

課

一
般

会
計

民
生

費
児

童
福

祉
費

こ
ど

も
保

健
福

祉
課

こ
ど

も
発

達
支

援
課

保
育

幼
稚

園
課

衛
生

費
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○
一

般
事

業
（
単

位
　

千
円

）

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

子
　

育
　

て
　

関
　

係
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
業

名
令

和
２

年
度

予
算

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

予
防

接
種

事
業

費
7
2
9
,8

1
1

感
染

症
の

感
染

お
よ

び
流

行
を

防
ぐ

た
め

、
予

防
接

種
法

に
定

め
ら

れ
た

乳
幼

児
等

の
定

期
予

防
接

種
を

実
施

任
意

予
防

接
種

事
業

費
2
2
,9

3
2

任
意

予
防

接
種

で
あ

る
、

お
た

ふ
く
か

ぜ
ワ

ク
チ

ン
、

ロ
タ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
費

用
を

助
成

郊
外

住
宅

団
地

（
モ

デ
ル

団
地

）
子

育
て

世
帯

住
み

替
え

支
援

事
業

6
8
4

市
外

か
ら

郊
外

住
宅

団
地

（
モ

デ
ル

団
地

）
の

一
戸

建
て

中
古

住
宅

（
空

き
家

）
に

転
入

す
る

子
育

て
世

帯
に

対
し

て
、

家
賃

補
助

を
実

施

三
世

代
同

居
等

支
援

補
助

金
1
,5

0
0

新
た

に
三

世
代

同
居

を
す

る
親

世
帯

も
し

く
は

子
世

帯
の

い
ず

れ
か

の
一

世
帯

が
市

内
に

所
有

す
る

住
宅

の
改

修
ま

た
は

建
替

え
費

用
補

助
を

実
施

保
育

幼
稚

園
課

園
づ

く
り

支
援

事
業

費
3
,4

3
0

公
立

幼
稚

園
の

園
づ

く
り

の
推

進
及

び
、

未
就

園
児

対
象

の
園

開
放

や
保

護
者

へ
の

子
育

て
相

談
等

を
実

施

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
推

進
事

業
費

1
9
9
,5

4
3

障
害

等
が

あ
っ

て
も

合
理

的
配

慮
の

も
と

で
共

に
学

ぶ
と

い
う

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
の

推
進

に
向

け
、

合
理

的
配

慮
の

提
供

が
円

滑
に

進
む

た
め

の
校

内
特

別
支

援
教

育
体

制
を

整
備

登
校

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

事
業

費
2
0
,5

5
5

登
校

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
通

う
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

集
団

生
活

へ
の

適
応

等
の

た
め

の
支

援
並

び
に

相
談

を
行

い
、

児
童

・
生

徒
の

学
校

復
帰

や
社

会
的

自
立

を
支

援

不
登

校
児

童
生

徒
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
事

業
費

4
5
4

不
登

校
児

童
生

徒
に

対
し

、
大

学
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

が
学

習
や

活
動

の
支

援
及

び
家

庭
訪

問
等

を
実

施

公
立

幼
稚

園
エ

ア
コ

ン
設

置
事

業
1
,1

0
0

公
立

幼
稚

園
保

育
室

(ク
ラ

ス
運

営
分

)へ
の

エ
ア

コ
ン

の
設

置
（
賃

借
料

）

幼
稚

園
給

食
事

業
費

2
2
,1

7
6

公
立

幼
稚

園
で

提
供

し
て

い
る

デ
リ

バ
リ

ー
給

食
の

経
費

負
担

(食
材

費
を

除
く
)

親
と

子
ど

も
の

豊
か

な
育

ち
事

業
費

2
,8

6
5

子
ど

も
の

生
活

リ
ズ

ム
の

向
上

を
目

指
し

た
取

組
、

有
害

情
報

等
か

ら
子

ど
も

を
守

る
取

組
、

「
家

庭
の

日
」
の

啓
発

活
動

を
推

進
し

、
家

庭
教

育
を

支
援

青
少

年
相

談
事

業
費

3
2
7

青
少

年
相

談
員

の
相

談
活

動
が

充
実

す
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催

青
少

年
育

成
研

修
費

5
1
1

子
ど

も
会

活
動

・
地

域
活

動
に

か
か

わ
る

小
中

高
生

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
講

習
会

を
開

催

子
ど

も
広

場
整

備
事

業
費

補
助

金
5
,2

0
0

自
治

会
等

が
設

置
・
管

理
す

る
子

ど
も

広
場

の
整

備
に

対
す

る
補

助
金

子
ど

も
と

若
者

の
居

場
所

づ
く
り

事
業

費
4
,4

8
6

青
少

年
健

全
育

成
と

非
行

防
止

の
一

環
と

し
て

、
主

に
中

高
生

を
対

象
と

し
た

居
場

所
づ

く
り

事
業

の
実

施

社
会

教
育

・
文

化
財

課
四

日
市

ま
ち

じ
ゅ

う
こ

ど
も

図
書

館
事

業
費

2
0
4

「
ま

ち
の

中
に

、
よ

り
自

然
な

形
で

子
ど

も
た

ち
が

本
に

親
し

む
環

境
づ

く
り

」
と

し
て

、
市

内
の

お
店

等
で

気
軽

に
本

に
親

し
め

る
機

会
を

創
出

す
る

と
と

も
に

、
読

み
聞

か
せ

イ
ベ

ン
ト

等
を

開
催

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

事
業

費
6
2

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

計
画

に
基

づ
き

、
四

日
市

市
子

ど
も

読
書

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
議

会
の

連
携

会
議

や
研

修
等

を
実

施

図
書

館
子

育
て

支
援

事
業

3
,5

0
8

学
童

保
育

所
で

の
読

み
聞

か
せ

の
実

施
に

向
け

、
学

童
保

育
所

指
導

員
へ

の
読

み
聞

か
せ

講
座

等
を

実
施

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
投

映
事

業
費

1
,1

0
0

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
に

て
幼

児
番

組
「
は

じ
め

て
の

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
」
を

投
映

運
営

事
業

費
5
9
0

博
物

館
に

て
、

幼
児

連
れ

の
家

族
の

来
館

を
促

す
た

め
、

「
ベ

ビ
ー

カ
ー

da
y」

を
実

施

1
2
,2

3
6
,3

3
7

国
民

健
康

保
険

特
別

会
計

保
険

給
付

費
出

産
育

児
諸

費
保

険
年

金
課

出
産

育
児

一
時

金
補

助
金

9
2
,4

0
0

被
保

険
者

の
出

産
に

か
か

る
諸

費
用

に
対

し
て

補
助

を
実

施
し

、
家

計
負

担
を

軽
減

9
2
,4

0
0

1
2
,3

2
8
,7

3
7

教
育

費

教
育

総
務

費
教

育
支

援
課

衛
生

費
保

健
衛

生
費

こ
ど

も
保

健
福

祉
課

土
木

費
住

宅
費

都
市

計
画

課

一
　

般
　

会
　

計
　

小
　

計

特
　

別
　

会
　

計
　

小
　

計

合
　

　
　

　
　

計

幼
稚

園
費

保
育

幼
稚

園
課

社
会

教
育

費

こ
ど

も
未

来
課

図
書

館

博
物

館

一
般

会
計
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○
保

育
所

関
係

事
業

（
単

位
　

千
円

）

保
育

所
事

務
費

事
業

費
（児

童
一

般
分

）
3,

51
6,

17
0

民
間

保
育

所
へ

園
児

が
保

育
を

受
け

る
た

め
に

必
要

な
費

用
を

支
給

保
育

所
事

務
費

事
業

費
（市

単
民

間
施

設
加

算
分

）
20

1,
70

1
３

歳
未

満
児

の
保

育
機

能
強

化
の

た
め

、
児

童
数

に
応

じ
て

必
要

な
費

用
を

加
算

し
て

支
給

地
域

型
保

育
事

業
70

7,
55

7
０

～
２

歳
児

を
対

象
と

し
た

小
規

模
保

育
を

実
施

す
る

事
業

者
へ

、
園

児
が

保
育

を
受

け
る

た
め

に
必

要
な

費
用

を
支

給

民
間

保
育

所
運

営
費

補
助

金
87

,7
74

正
規

職
員

の
給

与
改

善
及

び
研

修
経

費
に

対
す

る
補

助
金

民
間

保
育

所
園

児
健

康
診

断
料

等
補

助
金

16
,1

05
園

児
の

健
康

診
断

費
用

に
対

す
る

補
助

金

民
間

保
育

所
障

害
児

保
育

事
業

費
補

助
金

4,
50

8
特

別
支

援
保

育
の

担
当

保
育

士
の

配
置

等
に

対
す

る
補

助
金

民
間

保
育

所
乳

児
保

育
促

進
事

業
費

補
助

金
16

,1
68

年
度

内
の

乳
児

数
の

変
動

に
対

応
す

る
た

め
、

乳
児

担
当

保
育

士
を

確
保

す
る

た
め

の
補

助
金

民
間

保
育

所
延

長
保

育
事

業
費

補
助

金
55

,9
59

開
所

時
間

を
超

え
、

延
長

し
て

保
育

を
実

施
す

る
民

間
保

育
所

に
対

す
る

補
助

金
実

施
園

　
　

私
立

 3
1園

民
間

保
育

所
一

時
保

育
事

業
費

補
助

金
35

,5
54

保
護

者
の

パ
ー

ト
就

労
や

疾
病

等
に

対
応

す
る

た
め

、
一

時
保

育
を

実
施

す
る

民
間

保
育

所
に

対
す

る
補

助
金

実
施

園
　

　
私

立
 1

7園

民
間

保
育

所
休

日
保

育
事

業
費

補
助

金
9,

00
0

日
曜

、
祝

日
に

働
く
保

護
者

の
た

め
に

保
育

を
実

施
す

る
民

間
保

育
所

に
対

す
る

補
助

金
実

施
園

　
　

私
立

 ３
園

家
庭

支
援

推
進

保
育

事
業

費
補

助
金

2,
44

2
家

庭
環

境
に

特
に

配
慮

が
必

要
な

児
童

に
関

与
す

る
担

当
保

育
士

の
配

置
等

に
関

す
る

補
助

金

民
間

保
育

所
地

域
活

動
事

業
費

補
助

金
5,

60
0

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
保

育
事

業
に

対
す

る
補

助
金

認
可

外
保

育
所

受
入

支
援

事
業

費
補

助
金

3,
76

5
待

機
児

童
の

受
入

れ
や

夜
間

保
育

を
実

施
し

て
い

る
認

可
外

保
育

施
設

及
び

利
用

者
に

対
す

る
補

助
金

認
可

外
保

育
施

設
職

員
健

康
診

断
料

補
助

金
75

7
認

可
外

保
育

施
設

の
職

員
の

健
康

診
断

費
用

に
対

す
る

補
助

金

4
,6

6
3
,0

6
0

1
6
,9

9
1
,7

9
7

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

子
　

育
　

て
　

関
　

係
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
業

名
令

和
２

年
度

予
算

総
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
計

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要

一
般

会
計

民
生

費
児

童
福

祉
費

保
育

幼
稚

園
課

一
　

般
　

会
　

計
　

小
　

計
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（
単

位
　

千
円

）

あ
さ

け
プ

ラ
ザ

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

推
進

事
業

7
0
0

あ
さ

け
プ

ラ
ザ

の
照

明
器

具
に

つ
い

て
L
E
D

化
を

実
施

市
民

生
活

課
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
推

進
事

業
5
1
,4

6
0

地
区

市
民

セ
ン

タ
ー

の
照

明
器

具
に

つ
い

て
L
E
D

化
を

実
施

市
民

協
働

安
全

課
防

犯
外

灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ

設
置

等
補

助
金

2
9
,8

4
7

自
治

会
が

管
理

す
る

L
E
D

防
犯

外
灯

の
新

設
及

び
修

繕
に

対
す

る
補

助
金

健
康

づ
く
り

課
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
推

進
事

業
1
2
6
,0

0
0

三
重

北
勢

健
康

増
進

セ
ン

タ
ー

（
ヘ

ル
ス

プ
ラ

ザ
）
の

照
明

器
具

に
つ

い
て

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

を
実

施

大
気

汚
染

監
視

測
定

事
業

費
4
1
,2

5
0

市
内

の
大

気
環

境
の

測
定

大
気

汚
染

監
視

機
器

整
備

費
3
,9

7
0

大
気

汚
染

常
時

監
視

機
器

の
更

新
を

実
施

エ
コ

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

推
進

事
業

費
3
,5

9
0

エ
コ

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

環
境

保
全

事
業

を
実

施

環
境

計
画

推
進

事
業

費
6
,0

0
0

第
４

期
環

境
計

画
の

策
定

（
Ｒ

１
～

Ｒ
２

年
度

）

自
然

環
境

保
全

推
進

事
業

費
3
,3

7
1

身
近

な
自

然
の

冊
子

「
よ

っ
か

い
ち

の
自

然
」
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
特

定
外

来
生

物
の

捕
獲

等
を

実
施

地
球

温
暖

化
対

策
事

業
費

1
6
,5

1
6

家
庭

等
の

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

等
の

導
入

を
支

援

展
示

管
理

運
営

費
1
6
,7

1
2

常
設

展
示

、
企

画
展

示
の

維
持

管
理

、
運

営
に

要
す

る
経

費

環
境

学
習

推
進

事
業

費
3
7
,5

1
3

子
ど

も
及

び
一

般
を

対
象

と
し

た
公

害
・
環

境
に

関
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
イ

ベ
ン

ト
、

講
座

等
を

実
施

エ
コ

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

推
進

事
業

費
3
,2

7
0

市
民

等
と

の
協

働
に

よ
る

環
境

学
習

、
環

境
活

動
の

充
実

を
図

る
た

め
の

事
業

を
実

施

廃
棄

物
対

策
事

業
費

3
2
,9

4
6

不
法

投
棄

・
野

外
焼

却
・
空

地
雑

草
等

の
監

視
・
指

導
、

不
適

正
処

理
事

案
対

応

生
ご

み
処

理
機

購
入

費
補

助
金

7
5
0

市
民

の
生

ご
み

処
理

機
購

入
に

対
す

る
補

助
金

資
源

物
回

収
活

動
奨

励
費

1
1
,0

0
0

任
意

の
住

民
団

体
が

行
う

資
源

物
集

団
回

収
活

動
に

対
す

る
奨

励
費

里
山

・
竹

林
環

境
保

全
支

援
事

業
費

2
,0

0
0

地
域

住
民

の
憩

い
の

場
と

し
て

の
利

用
や

安
全

性
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
自

主
的

に
里

山
や

竹
林

の
整

備
に

取
り

組
む

里
山

保
全

活
動

団
体

を
支

援

危
険

木
等

除
去

支
援

事
業

費
1
,0

0
0

自
治

会
等

が
実

施
す

る
通

学
路

沿
い

等
の

危
険

木
の

伐
採

に
対

す
る

支
援

農
地

の
守

り
手

づ
く
り

事
業

費
1
,9

0
0

荒
廃

農
地

の
復

元
を

支
援

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

環
　

境
　

関
　

連
　

施
　

策
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

一
般

会
計

総
務

費
総

務
管

理
費

衛
生

費

保
健

衛
生

費

環
境

保
全

課

四
日

市
公

害
と

環
境

未
来

館

清
掃

費
生

活
環

境
課

農
林

水
産

業
費

農
業

費
農

水
振

興
課
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千
円

）

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

環
　

境
　

関
　

連
　

施
　

策
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

農
地

集
積

支
援

事
業

費
1
,2

0
0

農
地

の
荒

廃
化

を
防

ぐ
た

め
に

担
い

手
農

家
へ

の
農

地
集

積
を

促
進

Ｇ
Ａ

Ｐ
等

認
証

取
得

推
進

事
業

費
1
,7

0
0

農
産

物
の

安
全

性
及

び
品

質
の

向
上

、
環

境
の

保
全

等
を

推
進

す
る

Ｇ
Ａ

Ｐ
等

の
認

証
取

得
に

取
り

組
む

農
業

者
を

支
援

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

払
事

業
費

3
,0

8
0

有
機

農
業

な
ど

環
境

保
全

効
果

の
高

い
営

農
活

動
に

取
り

組
む

農
業

者
団

体
を

支
援

農
地

費
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

業
費

5
2
,6

4
2

農
業

の
多

面
的

機
能

の
維

持
・
発

揮
の

た
め

の
取

り
組

み
を

行
う

地
域

団
体

を
支

援

水
産

業
費

豊
か

な
海

つ
く
り

推
進

事
業

費
1
,2

0
0

漁
業

資
源

の
確

保
、

漁
場

環
境

の
改

善
の

た
め

、
種

苗
放

流
に

対
し

補
助

交
通

安
全

対
策

費
道

路
整

備
課

交
通

安
全

施
設

整
備

単
独

事
業

費
2
1
,8

7
6

市
街

地
整

備
・
公

園
課

公
園

施
設

維
持

補
修

費
4
,5

2
5

都
市

計
画

課
里

山
保

全
事

業
費

8
,1

1
5

里
山

な
ど

身
近

な
民

有
緑

地
を

地
域

住
民

と
の

協
働

に
よ

り
市

民
緑

地
と

し
て

整
備

し
、

市
民

へ
開

放

教
育

費
教

育
総

務
費

指
導

課
新

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
事

業
費

（
地

域
へ

の
愛

着
）

1
3
,1

5
6

小
学

校
５

年
生

及
び

中
学

校
３

年
生

の
「
四

日
市

公
害

と
環

境
未

来
館

」
に

お
け

る
環

境
学

習
、

小
学

校
３

年
生

の
社

会
科

副
読

本
「
の

び
ゆ

く
四

日
市

」
の

改
訂

・
配

布

4
9
7
,2

8
9

道
路

照
明

灯
及

び
公

園
照

明
灯

に
つ

い
て

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
を

実
施

都
市

計
画

費

合
　

　
　

　
　

計

一
般

会
計

農
林

水
産

業
費

農
業

費

農
水

振
興

課

土
木

費
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（
単

位
　

千
円

）

中
小

企
業

新
規

産
業

創
出

事
業

費
1
6
,2

3
0

市
内

中
小

製
造

業
者

が
行

う
新

商
品

・
新

技
術

の
研

究
開

発
や

新
分

野
進

出
の

際
に

必
要

と
な

る
各

種
認

証
の

取
得

に
か

か
る

経
費

の
一

部
を

補
助

も
の

づ
く
り

エ
キ

ス
パ

ー
ト

育
成

事
業

費
1
0
,0

0
0

三
重

県
、

三
重

県
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー
等

と
の

連
携

の
も

と
、

も
の

づ
く
り

分
野

に
お

け
る

人
材

育
成

事
業

や
、

中
小

企
業

の
課

題
解

決
・
販

路
開

拓
支

援
等

を
実

施

中
小

企
業

研
究

開
発

支
援

事
業

費
7
5
0

企
業

と
大

学
と

の
連

携
を

推
進

す
る

機
関

の
活

動
を

支
援

し
、

産
学

連
携

を
促

進
す

る
ほ

か
、

産
学

マ
ッ

チ
ン

グ
を

目
的

と
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

支
援

し
、

市
内

中
小

製
造

業
者

の
競

争
力

を
強

化

産
業

展
出

展
促

進
事

業
費

1
,5

0
0

市
内

企
業

の
販

路
拡

大
・
新

規
需

要
開

拓
を

支
援

す
る

た
め

、
見

本
市

へ
出

展
す

る
際

の
出

展
費

用
の

一
部

を
補

助

企
業

立
地

奨
励

金
交

付
事

業
費

5
2
0
,0

0
0

市
内

立
地

企
業

の
新

規
設

備
投

資
の

促
進

や
、

既
存

企
業

の
新

規
産

業
を

誘
致

す
る

た
め

、
企

業
の

新
た

な
設

備
投

資
に

対
し

て
奨

励
金

を
交

付

民
間

研
究

所
立

地
奨

励
金

交
付

事
業

費
6
0
,0

0
0

市
内

立
地

企
業

が
実

施
す

る
研

究
開

発
機

能
の

充
実

や
マ

ザ
ー

機
能

の
集

積
を

支
援

し
、

地
域

産
業

の
競

争
力

を
強

化

四
日

市
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

先
進

化
推

進
事

業
費

1
,0

0
0

臨
海

部
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
に

よ
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
お

い
て

、
円

滑
な

操
業

に
向

け
た

規
制

の
合

理
化

や
安

全
確

保
の

た
め

の
新

技
術

導
入

な
ど

に
つ

い
て

調
査

検
討

を
実

施

企
業

Ｏ
Ｂ

人
材

セ
ン

タ
ー

事
業

費
1
0
,8

8
4

企
業

Ｏ
Ｂ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
た

、
中

小
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
支

援
、

市
内

小
中

学
生

向
け

の
「
も

の
づ

く
り

講
座

」
な

ど
の

実
施

ＩＴ
企

業
等

進
出

支
援

事
業

費
補

助
金

2
,7

2
0

IT
企

業
等

都
市

型
産

業
の

集
積

を
目

指
し

、
A

I、
Io

T
等

の
新

技
術

を
活

用
し

た
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

の
創

出
へ

と
繋

げ
て

い
く
た

め
、

賃
貸

物
件

に
入

居
す

る
企

業
に

対
し

て
、

改
装

費
や

入
居

料
等

の
一

部
を

補
助

中
小

企
業

等
販

売
力

強
化

支
援

事
業

費
補

助
金

1
,0

0
0

市
内

企
業

の
販

路
拡

大
・
新

規
需

要
開

拓
を

支
援

す
る

た
め

、
見

本
市

の
開

催
並

び
に

代
理

出
展

に
か

か
る

費
用

の
一

部
を

商
工

会
議

所
等

の
産

業
関

連
団

体
に

補
助

中
小

企
業

Io
T
等

活
用

促
進

事
業

費
2
,6

0
0

Io
T
等

を
用

い
た

設
備

投
資

に
意

欲
の

あ
る

市
内

中
小

製
造

業
者

に
対

し
、

外
部

の
IT

専
門

家
の

活
用

や
Io

T
導

入
等

に
か

か
る

経
費

の
一

部
を

補
助

中
小

企
業

海
外

販
路

開
拓

支
援

事
業

費
6
,0

0
0

市
内

中
小

製
造

業
者

等
の

経
営

基
盤

の
強

化
・
活

性
化

を
図

る
た

め
、

海
外

で
開

催
さ

れ
る

見
本

市
等

へ
の

出
展

費
用

の
一

部
を

補
助

中
小

企
業

海
外

人
材

確
保

支
援

事
業

費
補

助
金

1
,0

0
0

外
国

人
留

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
け

入
れ

及
び

海
外

現
地

人
材

の
育

成
に

取
り

組
む

市
内

中
小

企
業

者
に

対
し

、
必

要
と

な
る

経
費

の
一

部
を

補
助

中
小

企
業

人
材

確
保

支
援

事
業

費
1
1
,7

5
0

就
職

フ
ェ

ア
に

お
い

て
出

展
ブ

ー
ス

を
確

保
し

、
中

小
企

業
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
１

社
単

独
で

出
展

を
行

う
企

業
に

対
し

て
補

助
を

行
い

、
中

小
企

業
に

お
け

る
人

材
確

保
を

支
援

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

支
援

事
業

費
4
,5

0
0

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

職
場

環
境

の
整

備
を

行
う

中
小

企
業

に
対

し
て

支
援

日
本

貿
易

振
興

機
構

負
担

金
2
,0

0
0

企
業

の
海

外
で

の
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
を

専
門

的
に

支
援

す
る

団
体

の
活

動
に

対
す

る
負

担
金

土
木

費
道

路
橋

梁
費

道
路

整
備

課
産

業
支

援
・
生

活
拠

点
道

路
整

備
事

業
費

8
5
1
,8

0
0

産
業

の
支

援
と

な
る

道
路

の
再

舗
装

及
び

交
差

点
改

良

1
,5

0
3
,7

3
4

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

産
　

業
　

活
　

性
　

化
　

関
　

係
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

一
般

会
計

商
工

費
商

工
費

商
工

課

合
　

　
　

　
　

計
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市
美

術
展

覧
会

開
催

費
4,

64
6

四
日

市
市

美
術

展
覧

会
の

開
催

市
民

文
化

祭
等

開
催

費
9,

70
0

四
日

市
市

民
芸

術
文

化
祭

（郷
土

が
誇

る
芸

能
大

会
を

含
む

）
の

開
催

四
日

市
音

楽
コ

ン
ク

ー
ル

開
催

事
業

費
6,

50
0

「家
族

」と
「絆

」を
テ

ー
マ

に
、

音
楽

ジ
ャ

ン
ル

を
問

わ
な

い
全

国
公

募
の

音
楽

コ
ン

ク
ー

ル
の

開
催

文
化

・
音

楽
情

報
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
事

業
費

49
5

文
化

・音
楽

情
報

の
収

集
と

発
信

（
デ

ジ
タ

ル
情

報
・
ア

ナ
ロ

グ
情

報
）

四
日

市
J
A

Z
Z
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

支
援

事
業

費
1,

20
0

市
民

主
体

の
同

事
業

へ
の

支
援

文
化

功
労

者
表

彰
経

費
26

1
四

日
市

市
文

化
功

労
者

お
よ

び
四

日
市

市
民

文
化

奨
励

賞
の

表
彰

文
化

団
体

運
営

費
補

助
金

1,
52

0
四

日
市

市
文

化
協

会
が

行
う

事
業

へ
の

補
助

文
化

振
興

事
業

支
援

補
助

金
2,

81
1

市
民

文
化

事
業

支
援

補
助

金
（全

市
的

事
業

・
地

区
事

業
）

民
間

文
化

施
設

活
用

事
業

、
文

化
部

活
動

全
国

大
会

等
参

加
費

補
助

金

地
域

の
文

化
遺

産
の

保
存

・継
承

支
援

事
業

費
1,

40
0

地
域

の
文

化
遺

産
の

保
存

・継
承

の
支

援

市
民

文
化

遺
産

保
存

検
討

費
70

0
市

民
の

文
化

活
動

に
よ

り
収

集
さ

れ
た

有
形

資
料

を
市

民
文

化
遺

産
と

し
て

保
存

・
継

承
す

る
た

め
の

検
討

委
員

会
の

設
置

・調
査

検
討

こ
ど

も
芸

術
体

験
事

業
費

1,
00

0
乳

幼
児

が
生

の
音

楽
を

体
験

で
き

る
コ

ン
サ

ー
ト

の
実

施

文
化

会
館

等
管

理
運

営
費

26
4,

88
7

文
化

会
館

及
び

茶
室

泗
翠

庵
の

指
定

管
理

料

三
浜

文
化

会
館

管
理

運
営

費
55

,2
55

三
浜

文
化

会
館

の
管

理
運

営
費

文
化

会
館

等
施

設
整

備
事

業
費

30
,0

76
文

化
会

館
周

辺
歩

道
の

改
良

工
事

や
備

品
の

購
入

地
域

ス
ポ

ー
ツ

活
動

振
興

事
業

費
4,

87
3

各
種

ス
ポ

ー
ツ

の
大

会
・教

室
・講

習
会

の
実

施

四
日

市
市

民
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

タ
開

催
事

業
費

1,
13

9
幅

広
い

市
民

が
参

加
で

き
る

四
日

市
市

民
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

タ
の

実
施

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
資

格
取

得
助

成
金

10
0

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
の

資
格

取
得

費
用

の
助

成

全
国

大
会

等
出

場
選

手
激

励
金

6,
60

0
国

際
大

会
・全

国
的

な
大

会
に

出
場

す
る

選
手

及
び

引
率

者
に

対
す

る
激

励
金

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

　
　

文
　

化
　

・
　

観
　

光
　

・
　

ス
　

ポ
　

ー
　

ツ
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

一
般

会
計

総
務

費
総

務
管

理
費

文
化

振
興

課

ス
ポ

ー
ツ

課
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文
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観
　

光
　

・
　

ス
　

ポ
　

ー
　

ツ
　

事
　

業
　

に
　

つ
　

い
　

て

会
計

款
項

所
属

事
  
  
  
  
  
  
  
業

  
  
  
  
  
  
  
名

令
和

２
年

度
予

算
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

実
施

事
業

費
10

,2
00

全
国

巡
回

ラ
ジ

オ
体

操
、

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

に
よ

る
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
・
ス

ポ
ー

ツ
教

室
等

の
開

催

ハ
ー

フ
マ

ラ
ソ

ン
開

催
経

費
46

,2
00

ハ
ー

フ
マ

ラ
ソ

ン
大

会
の

実
施

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

チ
ー

ム
連

携
事

業
費

1,
00

0
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
チ

ー
ム

の
周

知
啓

発

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
の

習
慣

化
に

よ
る

健
康

増
進

事
業

費
1,

64
5

フ
ァ

ミ
リ

ー
健

康
体

力
測

定
会

及
び

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

大
会

の
実

施

幼
少

期
か

ら
体

を
動

か
す

習
慣

づ
く
り

事
業

費
2,

13
0

ス
ポ

ー
ツ

能
力

測
定

会
及

び
フ

ァ
ミ

リ
ー

ロ
ゲ

イ
ニ

ン
グ

大
会

の
実

施

東
京

２
０

２
０

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
関

係
事

業
費

2,
30

0
東

京
20

20
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
開

催
費

補
助

金
11

,0
00

国
際

大
会

・全
国

的
な

大
会

の
開

催
を

支
援

霞
ヶ

浦
緑

地
運

動
施

設
整

備
事

業
費

（ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
14

,6
00

霞
ケ

浦
プ

ー
ル

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

更
新

工
事

設
計

及
び

管
理

棟
空

調
設

備
更

新
工

事

中
央

緑
地

運
動

施
設

整
備

事
業

費
（推

進
計

画
）

53
3,

60
0

中
央

陸
上

競
技

場
天

然
芝

・ト
ラ

ッ
ク

改
修

工
事

中
央

緑
地

運
動

施
設

整
備

事
業

費
（ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

11
4,

80
0

中
央

第
２

体
育

館
屋

上
防

水
・外

壁
改

修
工

事
中

央
陸

上
競

技
場

電
気

設
備

更
新

工
事

四
日

市
ド

ー
ム

整
備

事
業

費
（推

進
計

画
）

53
9,

00
0

各
種

設
備

（防
犯

カ
メ

ラ
、

防
災

設
備

、
大

型
映

像
装

置
等

）
更

新
工

事
遮

光
シ

ー
ル

設
置

工
事

及
び

照
明

（
L
E
D

）
改

修
工

事

四
日

市
ド

ー
ム

整
備

事
業

費
（ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

18
,4

00
中

央
監

視
装

置
更

新
工

事

そ
の

他
運

動
施

設
整

備
事

業
費

70
,5

00
松

原
野

球
場

改
修

工
事

設
計

・測
量

及
び

地
質

調
査

、
三

滝
相

撲
場

鉄
骨

塗
装

工
事

設
計

、
楠

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

人
工

芝
張

替
工

事
、

三
滝

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

壁
打

ち
設

置
工

事

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

事
前

キ
ャ

ン
プ

等
実

施
事

業
費

30
,9

21
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

事
前

キ
ャ

ン
プ

、
テ

ス
ト

キ
ャ

ン
プ

、
事

後
交

流
の

実
施

及
び

P
R

事
業

等

三
重

と
こ

わ
か

国
体

・三
重

と
こ

わ
か

大
会

推
進

事
業

費
21

6,
55

7
三

重
と

こ
わ

か
国

体
・三

重
と

こ
わ

か
大

会
の

準
備

及
び

競
技

別
リ

ハ
ー

サ
ル

大
会

の
実

施

総
合

体
育

館
等

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

開
催

事
業

費
15

,6
93

総
合

体
育

館
及

び
霞

ヶ
浦

第
３

野
球

場
の

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

霞
ヶ

浦
緑

地
運

動
施

設
整

備
事

業
費

（国
体

関
係

）
23

9,
00

0
三

重
と

こ
わ

か
国

体
・三

重
と

こ
わ

か
大

会
に

向
け

た
、

霞
ヶ

浦
第

３
野

球
場

及
び

四
日

市
テ

ニ
ス

セ
ン

タ
ー

の
整

備

中
央

緑
地

運
動

施
設

整
備

事
業

費
（国

体
関

係
）

1,
47

1,
00

0
三

重
と

こ
わ

か
国

体
・三

重
と

こ
わ

か
大

会
に

向
け

た
、

総
合

体
育

館
の

建
設

、
中

央
緑

地
ト

リ
ム

コ
ー

ス
の

整
備

、
路

線
サ

イ
ン

の
整

備

運
動

施
設

関
連

整
備

事
業

費
（国

体
関

係
）

15
3,

00
0

三
重

と
こ

わ
か

国
体

・三
重

と
こ

わ
か

大
会

に
向

け
た

、
霞

ヶ
浦

緑
地

及
び

中
央

緑
地

の
駐

車
場

整
備

一
般

会
計

総
務

費
総

務
管

理
費

ス
ポ

ー
ツ

課

国
体

推
進

課
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名

令
和

２
年

度
予

算
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

観
光

対
策

推
進

事
業

費
15

,2
42

四
日

市
観

光
・シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
協

議
会

へ
の

負
担

金
及

び
観

光
大

使
な

ど
を

活
用

し
た

四
日

市
市

の
観

光
P

R

宮
妻

峡
周

辺
環

境
整

備
事

業
費

4,
05

6
宮

妻
峡

周
辺

の
環

境
整

備
（遊

歩
道

・
登

山
道

の
整

備
、

公
衆

便
所

の
管

理
な

ど
）

大
四

日
市

ま
つ

り
事

業
費

補
助

金
29

,0
00

大
四

日
市

ま
つ

り
の

実
施

四
日

市
花

火
大

会
事

業
費

補
助

金
31

,7
00

四
日

市
花

火
大

会
の

実
施

四
日

市
サ

イ
ク

ル
・
ス

ポ
ー

ツ
・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

事
業

費
33

,4
00

四
日

市
サ

イ
ク

ル
・ス

ポ
ー

ツ
・フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
実

施

東
海

・
北

陸
B

-1
グ

ラ
ン

プ
リ

事
業

費
補

助
金

23
,0

00
東

海
・北

陸
B

-1
グ

ラ
ン

プ
リ

in
四

日
市

の
実

施

な
ん

で
も

四
日

の
市

事
業

費
80

0
な

ん
で

も
四

日
の

市
の

実
施

レ
ジ

ャ
ー

施
設

事
業

費
60

,9
52

伊
坂

ダ
ム

サ
イ

ク
ル

パ
ー

ク
、

四
日

市
ス

ポ
ー

ツ
ラ

ン
ド

の
運

営
及

び
維

持
管

理

四
日

市
観

光
協

会
事

業
費

18
,5

46
四

日
市

観
光

協
会

へ
の

観
光

案
内

所
の

運
営

委
託

等

さ
く
ら

ま
つ

り
等

事
業

費
補

助
金

3,
05

0
地

域
が

自
ら

主
催

す
る

、
さ

く
ら

ま
つ

り
な

ど
の

花
を

テ
ー

マ
に

し
た

観
光

イ
ベ

ン
ト

を
支

援

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

費
24

,3
20

大
都

市
圏

に
お

け
る

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト

等
の

開
催

、
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信
、

商
工

会
議

所
が

実
施

す
る

観
光

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
支

援
等

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
機

能
推

進
事

業
費

3,
50

0
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

補
助

金
を

活
用

し
、

本
市

で
の

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
開

催
に

対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
確

保
す

る
取

組
み

を
実

施

宮
妻

峡
ヒ

ュ
ッ

テ
管

理
運

営
費

4,
07

0
宮

妻
峡

ヒ
ュ

ッ
テ

の
管

理
運

営

観
光

施
設

整
備

事
業

費
13

,5
00

四
日

市
ス

ポ
ー

ツ
ラ

ン
ド

、
伊

坂
ダ

ム
周

辺
の

整
備

三
重

県
観

光
連

盟
負

担
金

1,
80

9
三

重
県

観
光

連
盟

へ
の

負
担

金

北
伊

勢
広

域
観

光
推

進
協

議
会

負
担

金
34

6
北

伊
勢

広
域

観
光

推
進

協
議

会
へ

の
負

担
金

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

継
承

支
援

活
用

事
業

費
2,

21
1

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

「鳥
出

神
社

の
鯨

船
行

事
」
を

広
く
市

内
外

に
情

報
発

信
す

る
と

と
も

に
、

継
承

支
援

及
び

活
用

事
業

の
開

催

久
留

倍
官

衙
遺

跡
公

園
管

理
運

営
費

11
,1

58
「く

る
べ

古
代

歴
史

公
園

」及
び

「く
る

べ
古

代
歴

史
館

」
の

管
理

運
営

、
国

指
定

史
跡

久
留

倍
官

衙
遺

跡
の

魅
力

を
発

信
す

る
イ

ベ
ン

ト
、

講
演

会
、

講
座

、
展

示
会

等
の

開
催

市
指

定
文

化
財

旧
四

郷
村

役
場

活
用

事
業

費
54

5
市

指
定

文
化

財
「旧

四
郷

村
役

場
」
を

中
心

と
し

た
四

郷
地

区
に

点
在

す
る

文
化

財
や

歴
史

的
景

観
な

ど
の

地
域

資
源

を
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

等
を

と
お

し
て

市
内

外
に

発
信

4
,1

6
5
,9

1
4

観
光

交
流

課

教
育

費
社

会
教

育
費

社
会

教
育

・
文

化
財

課

合
　

　
　

　
　

計

一
般

会
計

商
工

費
商

工
費
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